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研究の概要

平成15年度から平成18年度までにスクーリング・サポート・ネットワーク整備事業として行

った幾つかの調査研究のうち 「広域ＳＳＣの役割及びネットワークの構築 「不登校児童生徒， 」

を支援する体験活動 「効果的な訪問支援」についてより実践的なレベルでの課題が残ってい」

た。そこで，この三つについて実践を通して検討しそれぞれの意義と課題について言及した。
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スクーリング・サポート・ネットワークにおける三つの取り組み 

 

―その意義と課題― 

 

本共同研究の趣旨 

 

 不登校問題が憂慮すべき状況にあることを踏まえ，不登校児童生徒の早期発見・早期対応を始め，

より一層きめ細かな支援を行うため，教員や教育支援センター（適応指導教室）（以下「教育支援

センター」という。）指導員の研修，家庭への訪問による支援など，教育支援センター等を中心と

した不登校対策に関する中核的機能（スクーリング・サポート・センター（以下「ＳＳＣ」とい

う。））を充実し，学校・家庭・関係機関が緊密に連携した地域ぐるみのサポート・ネットワークを

整備するための「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業（ＳＳＮ）」を平成15年度から

平成18年度まで行った。 

 岡山県教育センター（現岡山県総合教育センター）は，広域ＳＳＣとしてスクーリング・サポー

ト・ネットワーク推進協議会を開催し，スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業評価検討

会議の指導と各地域ＳＳＣの協力を得て，４年間に「広域ＳＳＣの役割及びネットワークの構築」

「不登校児童生徒を支援する体験活動」「効果的な訪問支援」「教育支援センター指導員等に対する

支援」などを主題とした調査研究を行った。その成果と課題は次のとおりである。 

 

１ 「広域ＳＳＣの役割及びネットワークの構築」 

地域ＳＳＣが不登校児童生徒・保護者・学校に対して直接的な支援を行うのに対して，広域ＳＳ

Ｃは地域ＳＳＣにとって有益な情報の提供と専門的な見地からの助言を行う「リソースセンター」

「コンサルテーションセンター」としての役割のあることを明確にした。その一方で，行動レベル

での連携をどのように展開するかが課題となった。 

 

２ 「不登校児童生徒を支援する体験活動」 

平成15年度の広域ＳＳＣ研究報告において，各地域ＳＳＣが行っている日常性のある体験活動と，

青少年教育施設で行っている非日常的な体験活動とに共通した効果と独自の効果について指摘した。

また，平成17年度には各地域ＳＳＣが行っている体験活動を収集し，プログラムの概要や児童生徒

の参加を促す工夫についてまとめた実践報告集を作成した。これらを通して，体験活動を一層充実

させるための評価の在り方が課題となった。 

 

３ 「効果的な訪問支援」 

各地域ＳＳＣの実態を把握し，平成15年度に「指導員・ボランティアのための訪問支援の手引

き」を作成し，平成16年度に「実践報告集」で各地域ＳＳＣの訪問支援の成果と課題をまとめ，訪

問支援の在り方について研究を進めるとともに指導員・ボランティア等の啓発を図った。また，平

成18年度には各地域ＳＳＣに心理臨床の専門家を派遣し，各地域ＳＳＣの実態に応じた支援を行っ

た。そして，「改訂版 指導員・ボランティアのための訪問支援の手引き」を作成して各地域ＳＳ

Ｃにおける研修に寄与したものの，特にボランティアは研修ニーズが多岐に渡っており，臨床的視

点に立った実践レベルでの訪問支援の在り方について言及することが課題となった。 

 

４ 「教育支援センター指導員等に対する支援」 
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これについては，広域ＳＳＣとして年間５回の研修会を現在も継続して行っている。指導員等が

かかわっている事例について専門家の助言が得られる事例検討会を持つなど，不登校についての知

見を一層深めるだけでなく，いじめや発達障害などについての研修も選択できるようにし，多様化

する不登校への対応が可能となるように工夫しているところである。 

 

本共同研究では，これまでの調査研究で課題となっていた「ネットワーク構築における行動連

携」「体験活動充実のための評価」「ボランティア等による訪問支援」を主題として取り上げた。そ

の趣旨は次のとおりである。 

 

 「ネットワーク構築における行動連携」 

不登校児童生徒の早期発見・早期対応，不登校及びその長期化の未然防止という原点に立ち返っ

たとき，児童生徒を取り巻くネットワークはふだんの教育活動を通して構築され，その教育活動を

展開することで行動連携が図れると考えることができる。しかし，そのためには小学校入学から中

学校卒業までの９年間を見通し，小・中学校それぞれの役割を確認し合いながら児童生徒を育てて

いく姿勢が必要である。そこで，そのような教育活動になる可能性を内包する「ピアサポート」を

一つの中学校区に導入し，小・中学校，教育支援センター及び関係機関等の連携を通してその意義

と課題を探ることにした。 

 

「体験活動充実のための評価」 

不登校児童生徒の支援に体験活動が有効であることは経験的に感じられることである。しかし，

より一層きめ細かな支援を行うためには，そうした主観的な評価だけでなく，体験活動が参加した

児童生徒に及ぼす効果や指導内容・方法について，ある程度客観的に分析することが必要である。

しかも，その評価が不登校児童生徒の自立支援だけでなく学校における不登校の未然防止にも役立

つことが求められる。そこで，体験活動に参加した児童生徒の内面を数量的に把握できる評価シス

テムを作成し，その活用方法を探ることにした。 

 

「ボランティア等による訪問支援」 

訪問支援に携わる人材には非専門家が多く，特に学生などのボランティアの場合，短期に訪問支

援員が入れ替わる可能性もあり，臨床的な視点を持った研修は常時必要である。 

そこで，実際に訪問支援を行う際に遭遇する様々な問題について幾つかの事例を基に臨床的な視

座から検討し，訪問支援の意義と課題を明らかにするとともに，その成果が訪問支援に当たる指導

員，ボランティア等の研修に役立つことをねらった。 

 

これらの研究はスクーリング・サポート・ネットワークにおける広域ＳＳＣとしての研究という

共通項はあるが，それぞれが単体として実践報告，調査研究，事例研究としての性質を有している。

そこで，本共同研究は「スクーリング・サポート・ネットワークにおける三つの取り組み」を主題

とし，三つの取り組みそれぞれについてその意義と課題を論じることにした。 

共同研究としての論文の構成は次のようになっており，それぞれの中表紙に研究の概要を示して

ある。 

１ いじめや不登校を未然に防ぐためのピアサポートの導入 －小・中学校，教育支援センター

及び関係機関等の連携を通して－ 

２ 体験活動充実のための評価の在り方 

３ ボランティア等による訪問支援 
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いじめや不登校を未然に防ぐためのピアサポートの導入

―小・中学校，教育支援センター及び関係機関等の連携を通して―

研究の概要

小・中学校，教育支援センター及び関係機関が行動レベルでの連携を図りながら，
いじめや不登校を未然に防ぐことに効果のあるピアサポート・プログラムを中学校区

ピアサポート・プログラムに導入した。そして導入に向けてコアチームを結成し，

それらをで培いたい能力や発達段階に即した学年ごとの評価の観点を作成した。
基に９年間を見通したピアサポート・プログラムを開発し実践を行った。この連携を
通して，ピアサポートを導入する意義と課題について言及した。

キーワード
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いじめや不登校を未然に防ぐためのピアサポートの導入

―小・中学校，教育支援センター及び関係機関等の連携を通して―

Ⅰ はじめに

今日の学校現場では，いじめ，不登校，学級が機能しない状態，そして問題行動など，いわゆる

学校不適応と呼ばれる現象が生徒指導上の課題となっている。こうした現象の背景に，対人関係の

面での未熟さが関係しているというのは周知のことであり，その原因の一つとして，価値観や生活

スタイルがますます多様化していく中で，他者との好ましい人間関係を持った経験が乏しいことが

挙げられている。そのため，対人関係スキルを高めたり，社会性を育てたりするための方策が求め

られている。

そうした現状を踏まえ，広域ＳＳＣ（岡山県総合教育センター）は，各地域ＳＳＣ（各市町村教

育委員会）や学校に対し，児童生徒の抱える様々な課題についての有益な情報を提供したり，専門

的な助言をしたりする「リソースセンター 「コンサルテーションセンター」としての機能を果た」

している。しかし，相互に連携して一体的な対応を行うこと，つまり行動レベルでの連携について

は十分できていない（平成18年度岡山県ＳＳＮのネットワーク会議にて 。特に，すべての児童生）

徒を対象とする未然防止を中心とした開発的な教育支援については，行動連携が十分ではないこと

が課題となっていた。

そこで本研究では，中学校区内の小・中学校の教職員と外部の関係機関とが行動レベルでの連携

を図りながら，いじめや不登校を未然に防ぐことに効果のあるピアサポート・プログラムを学校教

育の中に意図的，計画的に導入することを考えた。そして，実際に導入する際の学校，教育支援セ

ンター，地域ＳＳＣ及び広域ＳＳＣの連携を通して，ピアサポートを導入する意義と課題について

明らかにしたいと考えた。

Ⅱ 研究の目的

小・中学校，教育支援センター及び関係機関等の連携を通して，いじめや不登校を未然に防ぐた

めのピアサポートを中学校区に導入することの意義と課題を探る。

Ⅲ ピアサポート・プログラム導入までの過程

ピアサポート・プログラムを中学校区に導入するに当たっては，次のような取り組みが必要であ

ると考えた。すなわち「コアチームの結成 「ピアサポートで培いたい能力の選定 「評価の観点の」 」

作成 「９年間のピアサポート・プログラムの作成 「導入のための体制づくり 「導入前の研修」」 」 」

などである。次に述べるのはピアサポート・プログラム導入までの取り組みの過程である。

１ コアチームの結成

ピアサポート・プログラムを中学校区に導入していくためには，まず中学校区の教職員が教育

的な効果を含めたピアサポートについての理解を深め 同じ地域に住む児童生徒の成長を共に育，
はぐく

んでいこうとする協働意識が必要である。しかし，学校間，校種間の連携・協力や新しい教育方

法を導入するためには，様々な困難が予想された。

そこで，中学校区内の小・中学校の教員及び地域ＳＳＣの指導主事や広域ＳＳＣの指導主事が
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チームを組み（以下「コアチーム」という ，ピアサポート・プログラムを中学校区に導入して。）

いくための推進役を担うことにした。コアチームがまず取り組んだことは，自分たちが学校や関

係諸機関と連携を図っていくために，コーディネーターとしてどのような役割を担い，どのよう

な能力や技能を発揮したらよいのかを明確にすることであった。また，中学校区にピアサポート

・プログラムを導入するには児童生徒の発達段階に応じた一貫したプログラムが必要である。そ

こで９年間を見通したピアサポート・プログラムを作成するために，中学校区の実態を把握する

ための手だてやピアサポートで培いたい能力及び評価の観点をコアチームで作成することにし

た。

(1) 各コーディネーターに求められる資質・技能の明確化
ア）国立特殊教育総合研究所が2004年に報告した「特別支援教育コーディネーター実践ガイド」

では，コーディネーターの校内や関係機関との連絡，調整及びネットワーク構築に必要な資質や

技能について述べている。例えば，校内外の関係者から情報を集め，支援のための知恵や力を引

き出し，チームワークを形成すること。関係者間をつなぎ，支援のためのネットワークを形成す

るためには 「情報収集・活用の技能 「交渉する力 「ファシリテーション技能 「人間関係を調， 」 」 」

整する力」が必要であること。そして，保護者や教員の心配なことに注意を傾け，その状況を把

握し，支援につながる次のステップへ導くための力として 「カウンセリングの技能」や「アセ，

スメントの力」が必要であることを挙げている。

学校や地域及び関係機関とのネットワークを構築し，行動連携をしていくにも，このような資

質・技能を意識しながら連携を図っていくことが必要と考えた。そこで，この資質・技能を参考

表にしながら 各コーディネーターに必要な資質・技能を六つ挙げ 三つのカテゴリーで括った， ， （
くく

。具体的には 「他者とかかわる力・態度」として相手の思いに注意を向け，気持ちに寄り添１） ，

ったかかわりをするなどの「カウンセリングの技能 「プランニング力」として「アセスメント」，

技能 「情報収集・整理・活」

用の技術 「プレゼンテーシ」

ョン力 「マネジメント力」」，

として「交渉する力 「調整」

する力」である。

今回の連携の中心的な役割

を果たすコーディネーターは

「学校や関係機関とをつなぐ

人 「研究を推進していく立」

場の人」として定義した。実

際の連携では，地域ＳＳＣの

指導主事が管理職に対しピア

サポート・プログラムを教育

課程に位置付け組織として動

いていくための交渉・連絡・

調整を行った。次に，広域Ｓ

ＳＣの指導主事はピアサポー

トに関する専門的な指導及び

助言を行い，研究全体のコー

ディネートをしていくなど学

校に直接的にかかわっていっ

た。そして，校内研究の中心

となってピアサポートを推進

表１ 連携システムを構築する際のコーディネーターの
資質・技能の具体

資質・技能 コーディネーター 資質・技能の具体化
としての姿

○教育相談の考え方や態度を身に付力 他 カウンセリング 「受容する・共感す
けることで，同僚の思いに注意を向・ 者 の技能 る」
け，気持ちに寄り添ったかかわりを態 と
することができる。度 か

か
わ
る

○学校の実情や教職員のニーズにつアセスメント技 「探る・見定める」
いての情報を集め，今後必要と思わ能
れる内容についての見通しを持ち，
具体的な支援の在り方を探ることが
できる。プ

ラ
○職場のニーズを知り，どのようなン 情報収集・整理 「集める」
情報が必要かを見極め，積極的に情ニ ・活用の技術
報収集や情報提供をすることができン
る。グ

力
○今後必要と思われる内容についてプレゼンテーシ 「計画する・提案す
具体的な取り組みや校内研修等を提ョン力 る」
案することができる。

○連携をしていく際に必要と思われ交渉する力 「働き掛ける・行動
る校内外の教職員に援助を依頼したマ する」
り，専門機関等に支援を求めたりすネ
ることができる。ジ

メ
○必要に応じてチームを組み，協調ン 調整する力 「つなぐ」
して支援活動を行うことができる。ト

力
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していく役割を各学校の研究推進委員が担うなど，各々の役割を明確にした。連携を進めていく

際の力については，どの立場のコーディネーターも「他者とかかわる力・態度 「プランニング」

力 「マネジメント力」を大切にしながら，特に地域ＳＳＣは「マネジメント力」を，広域ＳＳ」

Ｃは「プランニング力」を意識しながら学校を支援した。

(2) ピアサポート・プログラムの考え方

そもそもピアサポート・プログラムの導入を着想したのは，これまでの心理教育的方法では指

導者が設定した課題やスキルについて学習するスタイルが多く，日常遭遇する様々な課題に直接

対応することが少なかったからである。しかし，ピアサポート・プログラムでは学校生活を含む

児童生徒の日常生活でサポート活動を行い，その結果（成功も失敗も含めて）についてスーパー

， 。ヴィジョンを受けることから 個々の実態に応じて課題遂行を積み上げていくことが可能である

これにより，児童生徒の対人関係スキルや社会性等の心理発達をより実践レベル，生活レベルで

促進することが可能になり，互いに支え合おうとする活動が思いやりのある集団風土を生み，そ

れがいじめや不登校を未然に防ぐことになると考えて中学校区にピアサポートを導入することに

。 ， 。した そして 中学校区の実態に即したピアサポート・プログラムを次のような考えで作成した

ア 一次的援助サービスとして

石隈，田村（2003）は 「教師の児童生徒に対す，

る援助には，一次的援助サービス，二次的援助サー

ビス及び三次的援助サービスの三つの段階がある」

と述べている。一次的援助サービスは「すべての子

ども」の援助ニーズに応じるものであり，学校生活

への適応や友達をつくるスキルの開発など開発的，

予防的な活動である。また，二次的援助サービスは

登校しぶりや学習意欲の低下など配慮を要する「一

部の子ども」の援助ニーズに応じるものである。そ

して，三次的援助サービスは不登校やいじめ並びに

発達障害など特別に個別の援助を必要とする「特定

の子ども」に対する援助サービスである（ 。図１）

今回のピアサポート・プログラムは，いじめや不登校を未然に防ぐために一次的援助サービス

としてすべての児童生徒を対象に開発する。

イ 教育活動に位置付ける

中野（2006）は 「痛んでしまった子どもたちの『こころ』を癒すことよりも，不安や悩みの，

発生源となっているかもしれない『分からない授業』や『いじめ』をはじめとする環境側の不愉

快な出来事を組織的に改善して 『こころ』の痛んだ子どもをつくらないようにする方が，より，

効果的ではないでしょうか 」 と述べ，教育モデルに基づくピアサポート・プログラムを提唱し。 1)

ている。

今回のピアサポート・プログラムは，ピアサポート・プログラムを教育活動に位置付け機能さ

せる。そのことにより，児童生徒の所属するコミュニティーとしての学校を楽しい場所，人格と

個性を相互に尊重し合う場にする。

２ ピアサポート・プログラム作成の実際

いじめや不登校の起きない学級づくりをしていくためには，人とかかわる際の基本的なルール

やマナー及び相手を傷付けずに自分の意見を主張するスキルなどを身に付け，そうしたスキルを

活かせる場を意図的，計画的に設定し，小学校の低学年から社会性や対人関係能力を段階的に系
い

統立てて育んでいくことが先決である。そこで，共通のテーマの下，中学校区の教職員と教育支

援センター及び関係機関が連携を図りながら，児童生徒の育ちを支援していくための９年間を見

図１ 三段階の心理教育的援助サービス

学校心理士認定委員会，2002より改変

一次的援助サービス

すべての子ども対象

二次的援助サービス

一部の子ども対象

三次的援助サービス

特定の子ども対象
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通したピアサポート・プログラムを作成することにした。ピアサポート・プログラムでは教育課

程上の位置付けなど実施の枠組みを決定した後，サポート活動に必要なスキルを身に付けるため

に様々な「トレーニング」を行い，どのようなサポート活動を行うかを一人一人が「プランニン

グ」をする。そして，実際に「サポート活動」を行った後，実施したプログラムが効果があった

かを評価していく。また 「個人プランニング」や「サポート活動」については，教師からのス，

ーパーヴィジョンを丁寧に行う。この「トレーニ

ング 「プランニング 「サポート活動」及び教師」 」

からのスーパーヴィジョンまでの一連の活動をま

とめてピアサポート・プログラムという（ 。図２）

作成に当たっては，まず教師から見た児童生徒

の人間的能力に関するアンケートを実施し，その

結果の分析をする。そして本研究におけるピアサ

ポート・プログラムで培いたい能力や発達段階に

即した学年ごとの評価の観点を作成する。最後に

学年ごとの評価の観点を参考にしながら児童生徒

の発達段階や実態及び学校の風土に合ったピアサ

ポート・プログラムに練り上げていく。

(1) 本研究における培いたい能力

本研究におけるピアサポート・プログラムで児童生徒に培いたい能力については 主に中野 2， （

006）に拠った。中野によれば，ピアサポートで培う能力は「人間的能力」であり，それは自己

認識や自己開発のための能力など個人的スキルの集合である「個人的能力」と，他者の意図や感

情を考慮して適切に振る舞う能力など社会的スキルの集合である「社会的能力」の和である。個

人的能力は自分を大切にする能力，社会的能力は周りの人を大切にする能力とそれぞれ換言する

ことができる。

この「人間的能力」が，ある中学校区（以下「Ａ中

学校区」という ）の児童生徒にどの程度身に付いてい。

るかを把握するために，中野と共同でピアサポートの

プロジェクト研究を行った千葉県教育委員会作成のア

ンケート を使用した。このアンケートは教師から見イ）

た児童生徒の「人間的能力」を把握するもので，Ａ中

学校区の教師の回答は のような結果であった。相図３

対的にどの力も十分育っていると感じている教師は少

なく，特に児童についてはセルフ・コントロールする

力や対人関係問題解決能力が，生徒についてはセルフ

・コントロールや自己学習能力及び対人関係問題解決

能力が十分身に付いていないと感じている。このこと

から，Ａ中学校区の教師が培いたい（児童生徒に十分

身に付いていない）と認識している能力は，中野がピ

アサポートで培う能力として挙げているものとほぼ一致すると判断できた。

そこで，この結果を基にコアチームで更に検討を重ね，Ａ中学校区の児童生徒に培いたい能力

を最終的に のように決定した。すなわち，個人的能力としては「感情のリテラシー 「自己表２ 」

認識 「セルフ・コントロール 「自己学習能力」の４カテゴリー計六つの能力を，社会的能力と」 」

しては「コミュニケーション能力 「対人関係形成能力 「対人関係問題解決能力」の３カテゴリ」 」

， 。ー計八つの能力をそれぞれ当てはめ 合計14の能力をＡ中学校区の児童生徒に培いたい力とした

そして，14の能力それぞれの具体化を示した。

図３ Ａ中学校区の教師から見た

児童生徒の人間的能力
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図２ ピアサポート・プログラムの構造
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表２ ピアサポートで培う能力の具体化及び発達段階に即した学年ごとの評価の観点
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(2) 評価の観点の作成

Ａ中学校区の児童生徒に培いたい14の能力を決定したものの，それらの能力が発達段階に応じ

て一層明確なものとなるには発達段階別の評価の観点が必要である。そこで，各能力の評価の観

点を四つの発達段階ごとに作成し に付した。作成に当たっては，コアチームで作成した原案表２

を各小・中学校の研究推進委員会に提案し，その後，各小・中学校の校内での研究部会で加筆修

正した内容を全職員で確認するという過程を経た。

この評価の観点を活用することで指導者が活動内容だけに関心を奪われることがなくなり，授

業の目当てや評価の観点を考える際にも参考になる。また，能力の形成状況を把握することで教

師からの的確な評価を児童生徒にフィードバックできるとともに，児童生徒の相互評価及び自己

評価をも可能となって能力の定着を促進できる。

(3) ９年間のピアサポート・プログラム

ア 教育課程の位置付け

教育課程に位置付けるに当たっては，導入期であるので現在既に行っている児童生徒会活動の

行事や生活科及び総合的な学習の時間の中で取り組む「他者との交流活動」や「体験活動」をサ

ポート活動とし，異校種・異学年交流のうち児童生徒が主体的に取り組める場面を選定した。異

校種・異学年での交流の方が，児童生徒が本来持っている援助的性向をより生かせるとともに，

異校種・異学年の教師からの支援やアドバイスを得ることで，より被援助者に応じた援助が期待

できるからである。小学校では，今までにも縦割り班による異学年交流や１年生を迎える会など

の児童会主催の様々な行事及び運動会などで，高学年が低・中学年の世話をする活動を取り入れ

ている。また，中学校においても生徒会が中心となって実施している行事や職場体験，地域の方

。 ，がボランティアとして入るゲストティーチャーとの交流活動をしている そうした既存の活動を

サポート活動の場としながら進めていくことにした。

イ トレーニングの方法

トレーニングは各教科，学級活動などの時間の中でそれぞれのねらいに応じて実施する。具体

的には，構成的グループエンカウンター（以下「ＳＧＥ」という ，ソーシャルスキル教育（以。）

下「ＳＳＥ」という ，グループワークトレーニング（以下「ＧＷＴ」という ，アンガーマネ。） 。）

ージメント（以下「ＡＭ」という ）を含むストレスマネージメント（以下「ＳＭ」という ）な。 。

どの心理教育的な方法を用いる。

ＳＧＥ，ＧＷＴがねらいとすることは，心理発達を促す課題を行うことを通して心と心の触れ

合いを深め，自己の成長（自己理解，自己受容等）を図ったり，人間関係をよくしたり（他者理

解，信頼体験等）することである。また，ＳＳＥではあいさつの仕方など良好な人間関係をつく

り，保つための知識と具体的な技術とコツを演習等を通して学ぶ。そして，ＡＭ，ＳＭでは怒り

やストレスについて理解し対処方法を学ぶ。

(1)で述べたＡ中学校区の児童生徒に培いたい能力に照らして考えてみると，例えば「感情２

のリテラシー （ 感情を認知する力」と「感情を表現する力 ）を身に付けるトレーニングとし」「 」

てＡＭを用いることができる。また 「問題解決能力 （ 頼む力 「断る力 「主張する力 「葛藤， 」「 」 」 」
かつ

場面を解決する力 ）を身に付けるために，中学校ではロールプレイングを用いて葛藤場面を疑」

似体験したり，小学校ではＧＷＴを用いて「主張する力」を練習したりすることができる。

ウ ピアサポート・プログラムの作成

９年間を見通したピアサポート・プログラムを作成する際に，各学年でサポート活動として取

り組めそうな既存の場を挙げ，そのために必要なトレーニングを考えていった。各部会の検討を

経て実施したものが である。この表には，実際にサポート活動を展開した10月以降の内容を表３

記しており，各学年のサポート活動とそのためのトレーニングの内容及び各トレーニングで培い

たい能力を挙げている。
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表３ ９年間を見通したピアサポート・プログラム
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３ 導入のための体制づくり

コアチームで検討してピアサポート・プログラムを作成したが，これを実際に児童生徒に指導

するのはＡ中学校区の教師である。ピアサポート・プログラムの導入は初めてのことなので，導

入に当たっては受入れ側の体制づくりが欠かせない。そこで，コアチームが管理職に事前に依頼

して，小・中合同の研修会を実現した。コアチームが教師に伝えた内容は次のとおりである。

(1) ピアサポートの教育的効果

まず，ピアサポートが学校教育に導入されてきた歴史と一般的プログラムの概要を説明した。

次に，Ａ市内の不登校やいじめに関する現状と，Ａ中学校区内の教師アンケート及びＡ中学校区

の児童生徒のソーシャルスキルの状況を知らせ，そのような実態のある校区での実践例を紹介す

るとともに，ピアサポート・プログラムの導入で児童生徒の人間的能力の向上が期待できること

を資料を用いて説明した。

(2) Ａ中学校区で取り組む意味

Ａ中学校区に属する幾つかの小学校間で児童の人間的能力の育成度に差があったのでは，Ａ中

学校入学後の指導の積み上げが図りにくく，９年間の系統性に欠けてしまう。そこで 「みんな，

で，学校や地域を子どもたちの社会性を育てる場にしよう」という共通理解を図った。

(3) 教育課程との整合

ピアサポート・プログラムは既存の教育課程を変更することなく，教科領域等それぞれのねら

いを達成する中で実践できることを説明した。例えば，トレーニングは学級活動や総合的な学習

の時間のねらいに合ったものをそれぞれの時間の中で実施すること，既に計画されている行事，

生活科及び総合的な学習の時間などの中で行われる交流活動や体験活動をサポート活動の場とす

ることなどである。具体例として総合的な学習の時間の単元構想を示し，実践が学級活動や教科

。 ， ，等との関連を持っていることを説明した そして コアチームで作成した研究の年間計画を示し

今後の取り組みの見通しが持てるようにした。

(4) 校内の研究推進委員会とコアチームとの連携

導入を推進するためにはコーディネーターの他にリーダーシップを発揮する推進役が必要であ

る。そこで，生徒指導主事や養護教諭等，全体を把握できる人材を含んだ校内研究推進委員会を

置くことと，地域ＳＳＣ，広域ＳＳＣ及び大学等のネットワークを活用することを推奨した。

合同研修会ではこれらの説明をした後にピアサポートプログラムの一部を体験する演習を行

い，実践に必要な共通理解を図った。そのときの様子が である。図10，図11

なお，この合同研修会におけるコアチーム成員の役割分担は次のとおりである。

図10 ＳＧＥ「自己紹介」の一場面 図11 ＳＳＥ「上手な断り方」の一場面
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・地域ＳＳＣの指導主事：合同研修会実施についての管理職に対する説明と依頼及び学校間の連

絡調整

・広域ＳＳＣの指導主事：収集したデータの分析，プレゼンテーション

・研究推進委員：各担任に対するアンケートの実施依頼，会場準備，司会進行，合同研修会後の

校内研究推進委員会のコーディネート

４ 導入前の研修

合同研修会の後，ピアサポート・プログラムを

進めていく上で必要な資料や指導案に関すること

など，学校のニーズに応じて広域ＳＳＣの指導主

事による支援を開始した。Ａ小学校では月に２回

全体会と各部会の校内研修を実施し，研究を進め

ていく上での留意点について協議したり実際のト

レーニングやサポート活動について演習したりし

た。そして，導入前にモデル授業として研究授業

を行った（ 。これには地域ＳＳＣや広域ＳＳ図12）

Ｃの指導主事も参加し，全体会の運営等は各学校

の研究推進委員が中心となって行った。授業後の

， ， 。全体研修では トレーニングの進め方などについて協議をし 全職員で共通理解する場を持った

また，Ａ中学校では人間関係づくりやそれに伴う教育相談についての研修に力を入れ，計画に

沿って校内研修を重ねた（ 。表４）

Ⅳ プログラムを基にした実践

作成したプログラムを基に各小・中学校で実践をした。ここでは，小学校第６学年による実践と

中学校第２学年による実践及び教育支援センターに通室しているＡ児へのかかわりについて紹介

し，それぞれの実践の成果と課題について分析し考察をする。

１ 分析方法

図12 研究授業「ＧＷＴ」の風景

表４ Ａ中学校校内研修計画表

月 日 研 修 内 容

生徒指導の基本的な考え方・生徒理解のための教育相談4 4

ＫＪ法により現れた本校生徒の問題点への対応4 10

リフレーミング，ＳＷＯＴ分析

教育相談についてのワークショップ，ロールプレイング5 30

聞き方・話し方演習7 19

ピアサポート合同研修会（Ａ小学校にて）8 1

ピアサポート合同研修会（Ａ小学校にて）ＳＧＥ・ＳＳＥ演習8 20

ピアサポートについて ＳＧＥのエクササイズ演習9 26

グループワークトレーニング演習10 10

Ｑ－Ｕアンケートの読み取り方について

定期教育相談に活かせるカウンセリング技法1 8

いじめ問題についてのケース会議2 6
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(1) 学級風土の変容

Ｑ－Ｕ学級満足度調査を実践前後に行い検討する。Ｑ－Ｕ学級満足度調査は信頼性と妥当性が

，「 」 「 」 。保障され標準化された検査であり 学校生活意欲尺度 と 学級満足度尺度 の二つから成る

「学校生活意欲尺度」では，児童生徒一人一人について友人や学級との関係，学習意欲などの面

で児童生徒がどのような考えを持っているかを知ることができる 「学級満足度尺度」では，児。

童生徒一人一人について学級に居場所があるか，いじめなどの侵害行為を受けていないかなどを

調べることができ，不登校や学級崩壊を防ぐ方策を得ることができる。河村（2007）が「子ども

たちの不適応は，本人だけの問題ではなく，環境要因である学級集団との関係性が大きい」 と２）

， 「 」 ， 「 」「 」述べていることから 本研究では 学級満足度尺度 を使い 児童生徒の 承認感 被侵害感

を調査し学級風土の変容をみていく。

(2) プログラムが児童生徒に及ぼした効果

ピアサポート・トレーニング時やピアサポート活動時の児童生徒の振り返り及び教師の観察か

ら，プログラムの内容の妥当性について分析をする。

２ 小学校第６学年によるピアサポートの実践

ここに紹介するのは，ピアサポート・プログラムの二つ目のユニット「みんなに伝えよう！世

界の中の○○っ子 （ｐ.○の ）を実施した２学級のうちの１学級の実践記録である。」 表３

(1) 実態と目的

児童数38名。６年生として半年を過ごし，運動会や修学旅行などの大きな行事を終え，小学校

最後の一年間を悔いのないよう過ごしていこうという気持ちが徐々に行動として見えてきてい

る。１年生に対しては優しく接したり，学校行事では一人一人のよさを生かして一生懸命取り組

んだりする姿が見られるようになった。しかし，相手の気持ちを受け入れられず，自分の気持ち

をうまく伝えきれないがための小さなトラブルが時折見られ，お互いのよさを認め合い支え合っ

ていこうとする風土が育っているとはいえない。

， （ ），本単元実践前の９月下旬に行ったＱ－Ｕ学級満足度調査では 侵害行為認知群が３名 ８％

非承認群が19名（50％ ，学級不満足群は10名（26％ ，その内２名が要支援群であり，学級生活） ）

満足群に入る児童が６名（16％）にとどまっている。

本単元では，総合的な学習を中心に学級活動などと関連付けてピアサポート・プログラムに取

り組む。プログラムの実施を通して，ピアサポートで培いたい能力のうち「聞く・話す力 「社」

会に適応する力 「自己の感情をコントロールする力」を育てていきたいと考えている。トレー」

ニングでは，学級活動の時間に１年生に対する接し方を見直し，相手の気持ちを考えた聞き方や

話し方を身に付けたり，自分の感情について理解したりする授業を行う。そして，身に付けたス

キルをピアサポート活動の場で生かしていく。その活動を通して人と触れ合うことの心地よさや

今まで気付かなかった相手のよさに気付いていくとともに 自分もだれかの役に立っている 認，「 」「

めてもらった」という自己有用感を高めていくことを目標としていきたい。

(2) 活動の流れ

本単元は，11月から12月にかけて，総合的な学習の時間を中心に教科，学級活動と関連を持た

せ，ピアサポート・プログラムとして取り組んだ「ぼくらの足跡を残そう」の中の二つ目のユニ

ット「みんなに伝えよう 世界の中の○○っ子」である。 の単元構想図は教科等との関連を！ 図13

含めた単元構想であることを示している。伝統的に続いている「Ａ小まつり」という大きな行事

を活用し，交流活動の場をサポート活動の場ととらえた。展開する上で必要となる知識やスキル

向上のために４回のトレーニングを意図的，計画的に行った（ 。具体的には，まず１年生表５）

の気持ちをしっかり受け止めた聞き方ができるように「上手な聞き方」を行い，次に１年生にも

よく分かるような話し方を身に付けるために「分かりやすく話す」を行った。さらに感情をコン

トロールしにくい実態があるため 「Ａ小まつり」で１年生と見て回っている場面を想定し，自，
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分の怒りの感情を視覚的に温度でとらえさせる「怒りの温度計」を行い，最後はどのような言葉

を１年生にかけたら安心して過ごすことができるかを「あたたかい言葉かけ」でロールプレイン

グをしながらトレーニングをした。トレーニング実施後，一人一人が活動に向けてのプランニン

グをした。その際，活動のイメージができていない児童や，どのような目当てを立てたらよいの

か戸惑っている児童には教師が個別に当たり，スーパーヴィジョンを行った。また，サポート活

動においては，援助活動が思うように進まない児童や活動後に自分の援助の仕方に自信を無くし

ている児童に対して時間をとって丁寧なスーパーヴィジョンを行った。

図13 単元構想「ぼくらの足跡を残そう」

）（二つ目のユニット
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(3) サポート活動

Ａ小まつりでは，６年生の児童は朝から大変張り切

っていた。前半・後半に分かれ，前半組が自分たちの

店を運営している間，後半組が１年生を案内した。６

年生の児童たちは「Ａ小まつり」が初めての１年生に，

決まった時間の中で行きたいお店を回ることや，順番

を守ること，ルールを守って遊ぶことなどについて優

しく説明できていた。ふだんおとなしい児童も１年生

に 聞こえるような声で話しかけたり，粗暴な言動を取

りがちだった児童もルールを説明するときは前屈みに
かが

なり目線を合わせて話しかけていた。回っているとき

に，他学年の担任や１年生の担任から「分かりやすく説明できているね」とか「ありがとう」な

どの声をかけてもらってうれしそうだった。終わりの時間が来て「お兄ちゃんありがとう 「ま」

た遊んでね」と手を振ったり体にしがみついて離れようとしない１年生もいた。そのときの６年

生の児童はうれしそうで，優しい表情をしていた。 は，サポート活動時の様子である。図14

(4) 結果と考察

ア 学級風土の変容

９月下旬に実施したＱ－Ｕ学級満足度調査の結果と二つ目のユニットが終了した12月の中旬に

実施したＱ－Ｕ学級満足度調査の結果とを比較すると，侵害行為認知群が３名（８％）から１名

（３％）に，非承認群も19名（50％）から８名（22％）に，そして学級生活満足群に入る児童は

６名（16％）から16名（43％）に増えた。特に学級生活満足群に入る児童が10名（27％）増えて

きていることから，学級が楽しい，学級の中で友達から認められていると感じている児童が増え

図14 サポート活動の様子

表５ トレーニング

題材 目当て 内容 児童の振り返り

３種類の聞き方を体 テーマを設定し，顔の表 ○背中を向けたり，無表情で聞くとむっときた。
験し，相手の気持ちを 情やうなずきをしないで聞 ○目線を合わせるのが大切だと思う。○よく目を見て

考えた上手な聞き方に く聞き方を30秒，言葉はな あいづちを打って話してあげると１年生はうれしいと「 」上手な聞き方
第 気付くことができる。 しで，顔の表情やうなずき 思う。○体を向けなかったり，聞いているそぶりを見

。 ，１ だけをする聞き方を１分， せてくれないと話しづらかった ○１年生の方を見て
時 言葉も顔の表情やうなずき 最後まで話を聞いてあげたいと思う。○言葉遣いも優

も入れた聞き方を１分30秒 しくしようと思う。○相手の目を見てうなずいたり，
という３種類の聞き方を行 言葉を返したりすることが大切だと思った。
う。

双方向のコミュニケ 一枚の絵を相手に見せな ○言葉だけで説明するのは難しかった。○説明すると

ーションの大切さに気 いで，相手に同じ絵が描け きは相手が理解できたのを確かめてから言ったらいい「分かりやすく
第 付くことができる。 るように説明する。一回目 と思った。○分かりやすい説明でよかった。○言った話す」
２ は相手は質問できない。二 ままを書いてくれたのでうまくいったし，うれしかっ
時 回目は，説明に対し，聞き た。○相手をきちんと見てできた。

手は質問をすることができ
る。

自分の怒りの特徴を 「Ａ小まつり」で１年生 ○人によって，怒りの温度が違うことに驚いた。○自
知ることができるとと を案内している場面を作成 分は，腹が立ったら黙ってしまう特徴があることが分

もに，人によって怒り し（ ，その場面に かった。○腹が立って，その怒りを相手（１年生）に第「 」怒りの温度計 資料１）
の特徴が違うことを知 ついて，自分の怒りの温度 ぶつけても，相手を傷付けたり，自分もいやな気持ち３
ることができる。 を数値化した後，グループ になったりすることに気付けた。時

で振り返りをする。

自分の発する言葉 「Ａ小まつり」で実際に ○劇を通して１年生にどんな言葉をかければよいかが
が，相手にどのような １年生を案内している場面 分かった。優しく接するように頑張ろうと思う。○相
影響を与えるかに気付 をシナリオにし，ロールプ 手の気持ちと自分の気持ちを一緒に言えばよいのが分

第 き 褒める 励ます レイングを行う。 かった。○自分が１年生のときの６年生の気持ちがと，「 」「 」

４ 「心配する 「感謝す ても分かった気がした。○１年生の意見や気持ちもし「あたたかい言 」

時 る」などの優しい言葉 っかり聞いて，行けないときはちゃんと理由を伝えて葉かけ」
かけを状況に応じてす あげたい。○これからも下級生だけでなく他の人にも
ることができる。 あたたかい言葉かけを使ってみたい。○今日習ったあ

たたかい言葉かけを祭りのときだけでなくふだんから
使っていこうと思った。
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てきたということがいえる。要支援群にいた２名については，承認得点はそれぞれ２点，４点上

がり，被侵害得点はそれぞれ３点，５点減ってきていることから，日々の生活の中で，友達から

侵害行為を受けているという感情が少しずつ緩和してきているのではないかと考える。これらの

ことから，10月からのピアサポート・プログラムを実施することにより学級の中に温かい風土が

育ち始めたと考える。

イ プログラムが児童に及ぼした効果

(ｱ) 児童の振り返りから

表６に見られるような振り返り

の感想があった。相手によく分か

るような声の大きさや速さに気を

付けた話し方をしたり，目線を合

わせたりしながら聞いたりするこ

とができている。また，戸惑って

いる児童に，相手の気持ちに寄り

添った声かけができている。今ま

では何気なくお世話活動をしてい

た児童も，個人プランニングを立

て他者とのかかわり方を意識しながらサポート活動を進めているのが分かる。また，活動後数日

たった後の日記などにも 「朝，登校班で来るときに，あたたかい言葉かけに気を付けて話しか，

けたりすると，下級生が素直に話を聞いてくれた 「相手の目を見てうなずいて話を聞くと，い」

つもより会話がはずみ，今まで以上に親しくなったように感じた」など書かれていたことから，

活動後もこうしたスキルが少しずつ定着してきていることが分かる。

(ｲ) 教師の観察から

サポート活動そのものが，児童が大変楽しみにしている内容であったことと，１年生へのお世

話活動もトレーニングで学んだことを活かしながら進めることができたので，Ａ小まつりをサポ

ート活動に選定したのはよかった。またトレーニングでは，常にサポート活動で想定される場面

を取り上げながら進めたので，活動に向けての意欲が持続し，イメージトレーニングの効果もあ

った。活動後の振り返りの時間に，交流している学級の担任や児童からのメッセージを伝えると

大変うれしい表情をしていた。自分たちの活動が１年生や１年生の先生たちに役に立ったという

自己有用感を感じることができたように思われる。その後，授業中や学校での日常の場面でも相

手の立場に立った言動を執る児童が増えてきている。

また，評価の観点があったので，分かりやすく本時の目当てを提示することができた。そのた

め，児童は活動後の振り返りがしやすかった。

３ 中学校第２学年によるピアサポートの実践

ここに紹介するのは，ピアサポート・プログラムの二つ目のユニット「チャレンジワーク14」

（毎年第２学年が実施している職場体験 （ｐ.○の ）を実施した５学級のうちの１学級の実） 表３

践記録である。

(1) 実態と目的

生徒数35名。３年生引退後の部活動では中心となって活動したり，生徒会活動もその任を引き

継いだりと新たな活動を始める時期である （真ん中の学年の「中だるみ」状態から，学校の中。

心となって活動しなければならない，いわば過渡期にも当たる ）学級単位の活動や合唱コンク。

ールに向けての取り組みでは男女の協力もよくでき，学級が一体となって一生懸命な取り組みを

見せ，成果を上げている。しかし，日常の生活となると中堅学年の緊張感の希薄さから気の抜け

たような生活に陥りがちである。また，些細な理由による人間関係のトラブルも多く発生してい
さ

表６ 活動後の児童の振り返り
○授業で習ったように，説明をするときには１年生によく分かる

ように話をしたり，話を聞くときには目の高さを合わせてうなず

きながら聞くようにした。そうすることで，１年生が安心できた

ように感じた。○どこに行こうか迷っている１年生に 「たくさん，

お店があるから迷ってしまうよね」と声をかけたらパッと表情が

。 。明るくなり大きくうなずいてくれた 不安だったのかなと思った

○分からないことを教えてあげると，素直に聞いてくれたり 「あ，

りがとう」って言ってくれたりしたのでうれしかった。１年生は

かわいいと思った。○１年生の先生に「ありがとう。本当に助か

るわ 「優しく声をかけてくれるので１年生もとっても安心してい」

るみたい」という言葉をもらってうれしかった。頼りにされると

うれしい。
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る。基本的な生活習慣やマナー，相手の立場に立った言動などの，よりよい人間関係を築いてい

く力はまだまだ不十分である。生徒対象に実施したソーシャルスキルのアンケートの結果では，

「葛藤解決 「規律性 「主張性」などが他のスキル観点に比べて低かった。これは，ピアサポー」 」

トで培う能力のうち「自己の感情をコントロールする力 「責任を果たす力 「主張する力」に課」 」

題があるということである。また，９月下旬に行ったＱ－Ｕ学級満足度調査では，侵害行為認知

群が８名（23％ ，非承認群が４名（11％ ，学級不満足群は10名（29％ ，そのうち１名が要支） ） ）

援群であり，学級生活満足群に入る生徒が13名（37％）である。

本単元では11月に計画されている「チャレンジワーク14」に向けて，総合的な学習の時間を中

心にピアサポート・プログラムに取り組む。活動の中では自分の対人関係の特徴を意識しつつ社

会的なマナーを実践の場で発揮できるようにしていきたい。また学校生活と社会生活は繋がって
つな

いるものであり，学校生活におけるマナーを守ることや人間関係を良好に築くことは，社会生活

にも役立っていくものであるということを他者との交流や体験を通して実感させたい。またその

ことが 「社会の一員として役に立っているんだ」という自己有用感を育てることにつながって，

いくものと思われる。

(2) 活動の流れ

本単元は，二学期から三学期にかけて総合的な学習の時間を中心に取り組んでいる三つのユニ

ットのうち，二つ目のユニットである。これは三日間地域の事業所等で労働の体験活動を行い，

働くことの意義や苦労を知るとともに，将来の進路への展望を持つことを目的としている。この

「チャレンジワーク14」をサポート活動ととらえ，その成果を有効なものにするために，事前に

トレーニングを３回実施した（ 。トレーニングとして，まず自分自身の将来と関連付けな表７）

がら，現在の自分の特徴，興味を考えるために「Ａ中学校版エゴグラム」を行った。次に「チャ

」 ， 「 」 「 」レンジワーク14 に活きるように ロールプレイングを通して あいさつの仕方 や 応答練習

など対人関係のＳＳＥを行った。特に自分たちよりも小さい園児や児童及びお年寄りの方とかか

わる際には，相手によく伝わるような話し方，例えば視線を合わせること，声の大きさや速さに

気を付けることなどに配慮しながらトレーニングをしていった。そして，職場体験を目前にして

表７ トレーニング

題材 目当て 内容 生徒の振り返り

自分の適性を知った 自分がどのようなものに興味があ ○自分のことを案外知らないんだなと思っＡ中学校版エゴ
り，自分の対人関係の り，将来どのような生活を望んでいる た。○レーダーチャートをグループの人とグラム

「私は何を大切にす 持ち方の特徴を知った か，そしてそんな自分の適性や希望を 比べたら，みんなそれぞれ違ったので，び
る人だろう？」 りすることができる。 活かせる仕事にはどんなものがあるの っくりした。○レーダーチャートを作ると第

かを導き出させるように考えた独自の き，何か新しい自分が出てくるようでワク１

「Ａ中学校版エゴグラム （ ワクした。○友達のを見て 「当たっている時 」 ，資料２－
から を作成し行う その後 なあ」と思った。１ ２－２） 。 ，

（ ）結果をレーダーチャート 資料２－３
にし，振り返りを行う。

相手やその場の状況 事前訪問，体験活動の直前には，そ ○最初はちょっと照れくさかったけれど，ロールプレイン
に応じた適切なあいさ れぞれ あいさつの仕方 応答練習 だんだん慣れてきて，みんな自分なりに質グ 「 」「 」

「あいさつの仕方」 つや応答をすることが 「こんなときどうするか」等を行う。 問したり答えたりしていた。○自分が頼み
「応答練習」 できる。 事をしたとき，ペアーになった人が，優し第
「こんなときどうす く応えてくれたので，とても安心した。○２
る？」 職場体験では，みんなが気持ちよく過ごせ時

るように，言葉遣いや態度に気を付けたい
と思った。

職場体験を目前に控 法やマナーについて知り，守ること ○自分の行動や言動に責任を持たなくてはグループワーク
え，法やマナーを守る の大切さに気付くとともに，ワークシ ならないと思った。○知らないうちに人をトレーニング

「いじめと犯罪」 ことの大切さに気付く ートを使って日ごろの自分の言動を振 傷付けていないか自分の日ごろの行動や言
ようにする。また，日 り返る。また，日常における幾つかの 葉遣いに気を付けようと思った。○職場体第
ごろの自分の言動を振 トラブルの場面を取り上げ，そのこと 験では，職場のマナーを守ってがんばりた３
り返り「いじめ」は絶 についてグループで話し合いの場を持 い。○班の中で自分の考えをしっかり言う時
対あってはならないと ち最終的に一つの意見を出す。 ことができた。
いう意識を持つととも
に自分の考えを述べる
ことができる。
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法やマナーを守ることの大切さに気付くとともに 日ごろの言動を改めて見直していくために い， 「

じめ」と「犯罪」を関連付けたＧＷＴを行った。トレーニング実施後，同じ職場体験をする生徒

ごとに集まり職場での活動を確認した後，一人一人が活動に向けてのプランニングをした。どの

ような目当てを立てたらよいのか戸惑っている生徒には，教師が時間を取ってスーパーヴィジョ

ンを行った。また，サポート活動においては，援助活動に不安を抱いている生徒や活動後に自分

の援助の仕方に自信を無くしている生徒に対して，受け入れ先の教師や担当教師が個別にスーパ

ーヴィジョンを行った。

(3) サポート活動

職場体験で小学校を訪問した生徒たちは，２年生か

ら６年生までの学級に入り活動を行った。そこでは学

習支援や当番活動などへの支援を中心に様々な場面で

児童たちと交流できていた。児童のノートの添削のと

きには「ちゃんとできてるね 「むずかしい問題なのに」

早くできたね」などと優しく声をかけたり，にっこり

と笑顔を向けて相手が緊張しないように配慮したりし

ている姿も見られた。また，低・中学年の模擬授業で

は，相手にきちんと伝わるように，ゆっくりと大きな

声で分かりやすく説明していたり，質問に対しても相

手の顔を見て丁寧に応えたりしていた。また給食の場面では，重いおかず缶や牛乳を一緒に持っ

てあげたり，配膳するときに「熱いから気を付けてね」と優しく声をかけたりするなど相手への
ぜん

配慮がうかがわれた。６年生の授業（ ）では，各グループに一人ずつ入り，中学校での生活図15

について説明をしたり，生活をする上で気を付けたらよいことなどについて自分の経験を交えな

がら話をしたりしていた。児童の方もうなずいたりメモを取ったり質問をしたりしながら聞いて

いた。

(4) 結果と考察

ア 学級風土の変容

９月下旬に実施したＱ－Ｕ学級満足度調査の結果と二つ目のユニットが終了した12月の中旬に

実施したＱ－Ｕ学級満足度調査の結果とを比較すると，侵害行為認知群が８名（23％）から６名

（17％）になり，非承認群は４名（11％）と変わらなかった。そして学級生活満足群に入る生徒

は13名（37％）から18名（52％）に増えた。特に学級生活満足群に入る生徒が学級の半数以上も

いるということから，学級内に自分の居場所があり，学校生活を意欲的に過ごしている生徒が増

えてきているといえる。要支援群にいた１名は，被侵害得点が８点減り，学級内に要支援群に属

する生徒はいなくなった。このことからも，学級内に温かい風土が生まれてきていることがいえ

る。10月から取り組んでいるピアサポート・プログラムを実施していくことで，生徒たちの心に

「自分は必要とされている 「他者から認められている」という感じが生まれたと考える。」

イ プログラムが生徒に及ぼした効果

(ｱ) 生徒の振り返りから

に見られるような振り返り表８

の感想があった。自分の伝えたい

ことを相手によく分かるように，

声の大きさや速さに気を付けた話

し方をしている。また，給食の配

膳などのときに，相手を気遣った

言葉をかけることができている。

職場体験であるので，児童を支援

図15 ６年生に中学校の生活に

ついて話をしている様子

表８ 活動後の振り返り
○授業のときは，大きな声でゆっくり話すように心がけた。

みんな一生懸命聞いてくれてうれしかった。○給食のおかず

缶を一緒に運んでいるときに，他の学年の先生方が「お疲れ

様 「助かりますよ」などと声をかけてくれたのがうれしか」

った。○給食の配膳のときに「重いから気を付けてね」とい

うと，とってもうれしそうな顔をしてくれた。○学習でよく

分からないところを「教えてください」と言われ，丁寧に教

えると「ありがとうございます」と答えてくれてうれしかっ

た。頼りにされると，もっとがんばろうという気持ちが強く

なった。
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していく立場に立ってかかわっていくわけだが，事前にプランニングで立てたことを意識しなが

らサポート活動に取り組んでいるのが分かる。また，活動から数日たったときの生活ノートに，

「 チャレンジワーク14』に取り組んでみて，絶対教師になりたいと思った。がんばるぞ 」とい『 。

ったような将来の進路に対して意欲的な姿勢が見られる生徒が増えた。ピアサポートは，悩んだ

り困ったりしている仲間を支援する活動ではあるが，支援される側も支援する側もどちらも育っ

ていくよさがあることを実感した。

また，今回の３回のトレーニングでは，Ａ中学校版エゴグラムを活用し自分の特徴や興味など

について改めてじっくりと考えるよい機会になった 「あいさつの仕方」や「応答練習」などの。

トレーニングでは，他者とのコミュニケーションを持つことに不安感がある生徒にとっては非常

に効果的であった。活動の中では何度も使っていくスキルなので，活動を通して更にスキルを強

化できた。また 「いじめ」と「犯罪」を関連付けたＧＷＴよって，自分の何気ない言動を改め，

て振り返る機会にもなり，活動を通して自分も社会に生きる一員であることを再認識できたと考

える。

(ｲ) 教師の観察から

生徒にとって楽しみでもあり，必然的に他者と交流が持て，フィードバックが期待できる「チ

ャレンジワーク14」をサポート活動に選定したことは効果的であったと考える。相手の立場を考

えて接する姿や生き生きとした表情など，学校生活では気付かなかった生徒たちの新たな一面を

知ることができた。トレーニングでは，実際の活動場面を想定し，ロールプレイングなどで実際

に演習を行ったので本番の活動場面でも学んだスキルを活かしている生徒が多かったように思

う。しかし，多感な時期にいる生徒にとっては，他者から自分がどう見られているかは大変気に

なることである。そのため，生徒の中には，新しいスキルを学習したり学習したことをサポート

活動の場面で使ったりすることに，少し戸惑ったり抵抗感を感じたりしている者もいた。このこ

とから，対人関係スキルは，学んだスキルを使っていくことに抵抗感の少ない小学校低学年の時

期からしっかりトレーニングを積んでいくことが望ましい。

また，評価の観点があったので，培いたい力をどこまで育てたらよいのかの目安になった。

４ 教育支援センターに通室するＡ児へのかかわり

Ａ児は小学校第○学年の一学期から不登校となり教育支援センターに通室していたが，二学期

に入り学校行事に参加したいと話すようになった。学校においては，ピアサポートの取り組みに

より仲間づくりが進み，児童のＡ児へのかかわりが深まっていった。休日には学級の児童２名が

Ａ児宅に遊びに行き，持参した行事に関するパンフレットを一緒に見たり好きな音楽を聞いたり

して，Ａ児が気持ちを楽にして過ごせるようなかかわりを継続的に行った。また，２名は学級の

友達からの手紙などを持って教育支援センターのＡ児に会いに行ったりするようになった。家族

や担任が登校を促すような声かけをすると，表情が暗くなり反発したり部屋に閉じこもったりす

ることもあったが，仲間支援を継続的に続けていくことでＡ児は少しずつ学校に関心を示すよう

になっていった。これは，学校でのピアサポートの取り組みが自主的な活動として発展していっ

たものととらえることができる。

地域ＳＳＣの指導主事は日ごろから教育支援センターを訪問し，通室児童生徒や保護者とは何

でも話ができる関係ができていた。Ａ児についても指導員から度々報告を受けており，学校とも

細やかな情報交換を常時行っている。担任が教育支援センターでの活動時に訪問することが困難

なことから，管理職が訪問し，Ａ児の好きな菜園活動へのかかわりを中心としながら，学校と教

育支援センターとの関係を継続していくことを確認した。さらに，担任は広域ＳＳＣの指導主事

からＡ児へのかかわりに関するコンサルテーションを受けており，学校のケース会議に反映して

いる。Ａ児は再登校には至っていないが，学校行事などには参加することができ始めている。

Ａ児へのかかわりについては，学校と教育支援センター及び地域ＳＳＣ，広域ＳＳＣとの細や
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かな連携が実現している。それぞれの専門性を生かしながら，日々の情報交換や訪問が効を奏し

た事例である。また，学校においてはピアサポートの取り組みをしていたので，児童の中に仲間

支援の意識が芽生え，自主的なかかわりが生まれたのだろう。児童の自然なかかわりがＡ児の心

を動かしたともいえる。

Ⅴ 実践を振り返って

いじめ，暴力，不登校などの憂慮すべき状態が今も続いてきている中で，本研究ではＡ中学校区

にピアサポート・プログラムの導入を試みた。その過程でＡ中学校区の教職員とコアチームとの連

携における様々な取り組みが展開された。ここでは，その連携を振り返りながらピアサポート・プ

ログラム導入の意義と課題について述べたい。

１ ピアサポート・プログラム導入における教育的意義

ピアサポート・プログラムを学校現場に導入するにあたって，コアチームの結成，培いたい能

力の選定，評価の観点の作成，９年間を見通したピアサポート・プログラムの作成，導入のため

の体制づくり，導入前の研修など様々な取り組みを実施してきた。その一つ一つの取り組みの背

景には 「異学年との連携 「小・中学校間の連携 「地域と学校との連携 「学校と地域ＳＳＣや， 」 」 」

広域ＳＳＣとの連携」など様々な連携があった。そして，これらの連携のもと具体的な取り組み

が実現できたのは，校種や立場が違っても皆が同じ目標を共有し，共に力を合わせて活動しよう

という協働意識があったからといえるだろう。

(1) 「コアチームの結成」について

コアチームのメンバーがそれぞれの立場でコーディネーターとしての役目を明確にし，発揮す

べき力を意識することで，チームの力が相乗効果を生んで更に大きく働いた。特に 「管理職へ，

の説明 「具体的な枠組づくりの提案 「体制づくりや学校間連携の推進」などを進めていく上で」 」

有効であったのは，地域ＳＳＣの指導主事によるマネジメントの力であった。中学校区の実情や

教師の願いなどを身近で把握しており今回の導入においてはプロモーター的な存在であった。次

に，ピアサポートの研修や授業支援など授業にかかわることについて有効に働いたのは広域ＳＳ

Ｃの指導主事によるプランニングの力である。また，広域ＳＳＣの指導主事はコアチームの小・

中学校のメンバーが校内研修を進めたり校内でコーディネートしていったりする上での苦労を受

け止めていった。そういう意味ではコンサルタント的な存在でもあった。そして，校内研究を企

画・運営したり，校内外の連絡・調整をしたりするのに有効であったのは，小・中学校のコアチ

ームの各メンバーのマネジメントやプランニングの力である。導入期においては，校内ではプロ

グラムを進めていく上での頼もしいリーダー的な存在であった。このようにコアチームの中でそ

れぞれの立場の役割を明確にし，コーディネーターとしての力を発揮していくことで，学校と関

係機関との連携が更にスムーズに行え行動レベルの連携が実現した。

(2) 「培いたい能力の選定 「評価の観点の作成 「ピアサポート・プログラムの作成」について」 」

ピアサポートで培う能力の選定及び評価の観点を作成したことにより，能力を培うためのトレ

， ， 。ーニングの選定や 発達段階に即した目標の設定 及び活動に対する適切な評価がしやすかった

， ， 。この評価の観点の作成により 今後各学年ごとのプログラムを系統的 発展的に扱えると考える

９年間を見通したピアサポート・プログラムの作成については，既存の学校行事や生活科及び総

合的な学習で扱う体験活動や交流活動をサポート活動として実施したが，このことは担任には負

担が少なく取り組みやすかった。そして，他教科や学級活動との関連を図ることで，身に付けた

， 。い力を強化できたとともに サポート活動への意欲の持続や更なる向上を維持することができた

更に，サポート活動後の下学年からの感想や交流相手の学年の教師からの肯定的なメッセージを

聞くことで「認めてもらえて嬉しかった 「役に立ててよかった 「必要とされていると感じた」」 」
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などの自己有用感を育てることができた。したがって，異校種・異学年でのサポート活動を意図

的に設定することは自己有用感を促進させることに効果があったといえる。

(3)「導入のための体制づくり 「導入前の研修」について」

体制づくりのために実施した小・中学校合同の研修会では，教師たちが実際にピアサポートの

演習を体験したことで，小・中学校の教師たち相互の交流をより深めることができ，９年間の育

ちを共に支えていこうという教師の意識を高めることができた。さらに，ピアサポート・プログ

ラムを導入する前にモデル授業として研究授業を実施したことにより，授業を展開する際の具体

的なイメージができたとともに，ピアサポートを全く経験したことのない教師にとっては，実際

にモデルを見ることで安心感につながったと思われる。

今回の導入に向けての一つ一つの取り組みが，９年間という縦糸に同じ学年という横糸が学校

， 。 ，を越えてつながり 一片の布地に編み上がっていったように感じている つながっていくことで

児童生徒に育みたい能力は相乗的に培われていくのではないだろうか。今回どの学年でどのよう

な力を育てていくのかを意識したピアサポート・プログラムを教師やコアチームのメンバーで一

緒に作成していくことで，９年間の育ちを見通しを持って系統的，発展的に見ることができるよ

うになった。そして何より効果的だったのは，小・中学校の教師たちが共に協働意識を持って取

り組めたことである。こうした取り組みを今後も続けていく中で教師間にサポーティブな風土が

育ち，同じ学区に勤務する教師の連帯感や協働意識の高まりが児童生徒の育ちを支えていく原動

力となっていくことであろう。

２ ピアサポート・プログラム導入における課題

ピアサポート・プログラムを実施していく際に幾つか課題が挙がった。その点について次に述

べる。まず，コアチームについてであるが，事前にコアチームのコーディネーターとしてそれぞ

れの役割を明確にして連携を図ってきた。実際に連携を行ってみての反省として以下の３点が挙

がった。一つ目は，校内の教師のよさを引き出しながら校内連携をとることが難しかったこと。

二つ目は，自分の考えや思いをはっきり伝えることに遠慮や戸惑いを感じたこと。そして三つ目

は，コアチームが発信した内容が学校現場でどのように活かされたかについての評価が十分でな

かったということである。その反省をもとに，ｐ.○の で示した資質・技能の他に，次に示表１

す三つの資質や能力が必要と考えた。まず，自分も相手も共に大切にする関係の中で，自分の考

えや思いを誠実に率直に伝えていくことができる「アサーションの技能」である。次に，相手か

ら相手自身の思いを引き出していく「コーチングの技能 。最後に，学校現場のニーズに寄り添」

， 「 」 。った支援ができていたかについて総合的 客観的に評価することができる 評価する力 である

それらの力を加え，修正したものが である。そして「アサーションの技能」及び「コーチン表９

グの技能」は「他者とかかわるの力」ととらえ 「カウンセリングの技能」とともに 「他者とか， ，

かわる力・態度」として一つのカテゴリーで括った。この「他者とかかわる力・態度」は，連携

を図っていく際に学校，地域ＳＳＣ，広域ＳＳＣのどのコーディネーターにも共通して必要な資

質・技能であると考える。そこで，今後は総合教育センターの研修においてもこうした力を育成

していくプログラムを開発し，実施していくことが必要であると強く感じた。

次に，培いたい能力が実践を通してどの程度身に付いたかについての統計的なデーターによる

分析が難しかったということである。サポート活動では，どのような援助活動をするかを一人一

人が個人でプランニングする。よって身に付く力も変わってくる。今回は主に教師や児童生徒か

らの質的なデータによってその効果を測ったが，今後は培いたい力の達成度を数値で測れるよう

な振り返りカードの工夫や，アンケートの工夫が必要であろう。その結果を基に，ピアサポート

で培う能力や発達段階に即した評価の観点の修正並びにプログラムの開発を続けていくことで，

より児童生徒の実態に即したものになっていくものと思われる。
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そして，９年間を見通し

たピアサポート・プログラ

ムの作成についてである。

今回は既存の活動をサポー

ト活動としてプログラムを

作成したが，今後も異校種，

異学年交流が可能で，児童

生徒が本来持っている援助

的性向を生かせる活動を精

選していく必要があるだろ

う。その際，多感な時期に

いる生徒にとっては，新し

いスキルを学習したり学習

したことをサポート活動の

場面で使ったりすることに，

戸惑ったり抵抗を感じたり

することも考えられる。し

たがって，対人関係スキル

は，学んだスキルを使って

いくことに抵抗感の少ない

小学校低学年の時期からし

っかりトレーニングを積ん

でいくことが望ましい。ま

た，スキルが定着するまで

継続的に指導を続けるため

にも，児童生徒が楽しくス

キルを学べるようなワーク

シートの工夫なども必要に

なってくるであろうし，各

担任が授業で使った資料やワークシート等を整理し，どの学年を担当しても実施できるように教

材・教具を整理していくことも今後の課題である。こうした実践の積み重ねを中学校区の共通の

財産としていくことが必要であると考える。

最後に，体制づくりや導入前の研修についてである。今回の実践に向けての年間計画について

は，導入期であるので途中で計画を見直すことや，柔軟な対応ができるようにゆとりのある計画

を立てることが大切である。また，小・中合同の校内研修は日程の調整が難しかった。今回の反

省から，次年度への教育課程を編成する際に日程の調整をしておくことが必要である。そして，

必要に応じて小規模の研修会を回数を重ねて持つことや，将来的には校内でトレーニングをファ

シリテートしていく人材を育てていく必要があるだろう。さらに，導入前の研修ではトレーニン

グの進め方に不安を抱いたり，とまどったりした教師がいた。それはこのような心理教育的方法

に接した経験が少ないことに起因すると思われる。したがって，導入前の研修では，今回のよう

に普段からお互いに授業を見合ったり，演習を中心とした研修を計画的に持ったりすることも必

要である。可能であれば，そのような内容に合った研修講座を教員自ら受講して体験しておくこ

とが望ましいであろう。

， 。今回の取り組みで見えてきた課題を生かしながら 今後も開発的な教育支援を続けていきたい

表９ 連携システムを構築する際のコーディネーターの
資質・技能の具体（表１の修正）

資質・技能 コーディネーター 資質・技能の具体化
としての姿

○教育相談の考え方や態度を身に付カウンセリン 受容する・共感する「 」
けることで，同僚の思いに注意を向グの技能
け，気持ちに寄り添ったかかわりを
することができる。力 他

・ 者
○自分の感じていることや気持ち，態 と アサーション 自分の思いを伝える「 」
考えていることなどを，自分も相手度 か の技能
も共に大切にする関係の中で，誠実か
に率直に伝えていくことができる。わ

る
○質問をすることで，相手から相手コーチングの 「相手の思いを引き出
自身の思いを引き出すことや，気付技能 す」
きをもたらすことができる。

○学校の実情や教職員のニーズにつアセスメント 「探る・見定める」
いての情報を集め，今後必要と思わ技能
れる内容についての見通しを持ち，
具体的な支援の在り方を探ることがプ
できる。ラ

ン
○職場のニーズを知り，どのようなニ 情報収集・整 「集める」
情報が必要かを見極め，積極的に情ン 理・活用の技
報収集や情報提供をすることができグ 術
る。力

○今後必要と思われる内容についてプレゼンテー 計画する・提案する「 」
具体的な取り組みや校内研修等を提ション力
案することができる。

○連携をしていく際に必要と思われ交渉する力 「働きかける・行動す
る校内外の教職員に援助を依頼したる」
り，専門機関等に支援を求めたりす
ることができる。マ

ネ
○必要に応じてチームを組み，協調ジ 調整する力 「つなぐ」
して支援活動を行うことができる。メ

ン
○学校現場のニーズに寄り添った支ト 評価する力 「判断する」
援ができていたかについて支援に携力
わったメンバーの意見や考えを聞き
ながら総合的，客観的に評価するこ
とができる。
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Ⅵ おわりに

小・中学校，教育支援センター及び関係機関等の連携を通して，いじめや不登校を未然に防ぐ

ためのピアサポートを中学校区に導入することの意義と課題を探ってきた。ピアサポートは，学

校や地域の中で児童生徒の育ちを支えていこうとするものである。これからの学校教育は，ピア

サポート導入期に見られたように，教職員間のサポーティブな風土の中で様々な連携のもとで育

まれていくべきであろう。今後も中学校区での連携は更に必要となってくる。連携ができていく

ことで，いじめ，不登校を未然に防ぐネットワーク，すなわちスクーリング・サポート・ネット

ワークが一つの形となって現れてくるのではないだろうか。

今回の実践研究が少しでも現場の先生方や地域ＳＳＣの方たちにお役に立てば幸いである。今

後も学校と各関係機関が連携を図りながら，情報連携から行動連携へとつながるように努力して

いきたい。

* 実践記録中，児童生徒のプライバシーにかかわる部分は本質を損ねない程度に再構成していますが，取り扱

いには十分御留意をお願いいたします。

* 実践に協力してくださった協力委員の先生方，Ａ中学校及びＡ小学校の先生方に心から感謝いたします。
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資料１ 怒りの温度計

資料２－１ Ａ中学校版エゴグラム「私は何を大切にする人だろう？」
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資料３－１ ロールプレイング「あいさつ・自己紹介してみよう」

資料３－２ チャレンジワーク，こんな時どうする？



―体験活動充実のための評価の在り方―

研究の概要

本研究では，教育支援センター及び学校で行われる体験活動を充実させるために，体験

活動充実感とメンタルヘルスの測定可能なチェックリストを作成し，体験活動の評価を数

量的に把握できる評価システムを作成した。また，体験活動の評価の他に不登校の未然防

止及び不登校リスクの高い生徒の早期発見のための客観的資料としての活用方法を提案し

た。

不登校，教育支援センター，体験活動，評価，充実感，メンタルヘルスキーワード
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体験活動充実のための評価の在り方

Ⅰ はじめに

「不登校児童生徒を支援する体験活動」については，平成15年度の広域ＳＳＣ研究報告（岡山県

教育センター）において，地域ＳＳＣが行っている日常性のある体験活動と，青少年教育施設等で

行っている非日常的な体験活動とに共通した効果と独自の効果について指摘した。また，平成17年

度には各地域ＳＳＣが行った体験活動を収集し，プログラムの概要や児童生徒の参加を促す工夫に

ついてまとめた実践報告集を著した。これらを通して，体験活動を一層充実させるための評価の在

り方が課題となった。

しかし，体験活動の評価は客観的な成果の分析が極めて難しい領域であるため，体験活動が参加

した児童生徒にどのような成果をもたらすのかといった効果分析及び，指導方法や内容は適切であ

ったかという評価研究は充実していないのが現状といえよう。体験活動の評価のほとんどは参加者

の自己評価や作文，スタッフの観察など主観的な評価にとどまり客観性に欠ける点や体験ごとの効

果の比較に課題が残っている。

不登校の理解の一つにストレスによる行動化という考え方がある 「嫌なことばかりが続き，誰。

も自分を心配してくれている様子もなく，どうしたらよいか分からないという状態にあれば，スト
１）レス反応は大きくなるのです。そのストレス反応の一種として，不登校問題が形成されていく」

（小林，2002 。そのため不登校児童生徒を支援する体験活動はストレス反応を軽減する必要があ）

る。つまり，体験活動参加者のメンタルヘルスに良い影響を与えるものであれば効果的な体験活動

といえる。

そこで，本研究では体験活動の充実感とメンタルヘルスの関係を明らかにし，体験活動充実感を

数量的に測定することが可能になれば体験活動の客観的評価資料になるのではないかと考えた。

Ⅱ 研究の目的

不登校児童生徒を対象とした体験活動をより充実させるために，体験活動の充実感とメンタルヘ

ルスを数量的に把握できるチェックリストを作成する。また，体験活動の充実感とメンタルヘルス

の統計的関係を明らかにしつつ，体験活動の評価の具体的在り方について検討を行う。

Ⅲ 研究の方法

１ チェックリストの作成手続き

本研究が作成するチェックリストは体験学習に参加した児童生徒が体験活動の充実感をどれく

らい感じているのかと，メンタルヘルスの状態とを数量的に測定できる方法の開発を目指すもの

である。

不登校については 「特定の子どもに特有の問題があることによって起こることとしてではな，

く どの子どもにも起こりうることとしてとらえ 当事者への理解を深める必要がある 平， ， 。」 （２）

成15年度不登校問題に関する調査研究協力者会議報告）とされている。このことから，現在登校

している児童生徒も様々な要因が作用して不登校になる可能性があるという認識を持つことが，

不登校の予防的観点から特に必要であるといえよう。
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そこで，本研究が作成するチェックリストは不登校の早期発見・早期対応又は予防ができるよ

うに教育支援センターや学校現場でも利用可能なものにしたいと考えた。そのため，研究協力委

員（市教育委員会教育支援センター担当指導主任２名，指導助言者１名）で実践者側の視点と研

究者側の視点を交え，測定内容や質問紙の内容と項目の文章について検討を重ねた。その結果，

教育支援センターや学校現場に日常での利用を可能にするため次のような作成上の留意点が確認

された。

(1) 内容が簡潔で，実施に時間がかからないこと。具体的には５分から10分程度の時間や「帰りの

会」等の一部で実施できること。

(2) 利用する教師や指導員が内容の概念やその効果を理解しやすいこと。

(3) 結果の処理や分析が容易で評価や効果分析が現場の教員や指導員に可能なこと。

(4) チェックリストの内容や文章が児童生徒の抑うつ傾向や攻撃性などに刺激を与えたり，ネガテ

ィブな感情を喚起したりしないこと。

(5) 従来から行われている体験活動後の感想文などの自

由記述と併用可能で，チェックリストの数量的分析に

加え質的分析を補完し合えるような工夫を図ること。

以上のことを満たすため先行研究における評価尺度

や質問項目群を参照しつつ質問項目の再編と文章の調

整を行うことにした。基本的にチェックリストは参照

する尺度などを基に因子構造を仮定する。項目数が統

計上の必要性から３項目以上であること（柳井，2000）

を留意し，仮定する各因子に３項目ずつの質問項目を

置く形でチェックリストを作成した。

２ 体験活動充実感チェックリスト

西田ら（2005）のエンジョイメントに関する質問項

目群を基にチェックリストを作成することにした。本

来エンジョイメントは運動やスポーツ，身体的活動の

充実を基に心理的健康度の向上を説明するための仲介

変数として定義されている（ 。仲介変数を用いて図１）

の影響性の検証は，その変容メカニズムを理解する意

味で重要な意義があると言われている。つまり，体験

すれば必ずストレス反応に良い影響があるとは限らな

い。活動を通してエンジョイメントが得られてこそストレス変容への良い影響が与えられるとい

うことである。今回教育支援センターや学校教育活動での体験活動の効果を検証するための充実

感測定は厳密には概念が異なるため，チェックリスト

の名称自体を「体験活動充実感」とし，項目数と内

容を検討し簡素化することにした。

西田ら（2005）のエンジョイメント尺度は16項目

からなる２因子構造で，第一因子が組織キャンプに

おける何かを成し遂げた達成感に関する項目が中心

になっている「成就感」因子，第二因子が組織キャ

ンプの楽しさや退屈さからなる「遂行課題の面白さ」

因子から構成されている。この16項目を検討し，因

子ごとに３項目となるように項目の内容を整理した。

その結果，６項目からなる「体験活動充実感」チ

ェックリストを作成した（ 。表１）

図１ エンジョイメントによる媒介効果の

因果分析モデル（西田ら（2005）を

基に作成）

表１ 体験活動充実感チェックリスト項目

１．元気がでてきた

２．「やったあ」という気持ちがした

３．参加してよかったいう感じがした

４．何か他のことをしていた方がましだという

気がした(逆)

５．いやな気持ちがした(逆)

６．たいくつだった(逆)

※（逆）は逆転項目の意味



- 31 -

３ メンタルヘルスチェックリスト

小・中学生を対象とした心理的な健康度を測定する尺度は多様なものが多数蓄積されている。

しかし，心理学の一般理論研究の目的から作成されているため，実施やその後の活用において学

校現場での利用のしやすさをあまり意識していない。その中でも例外的に岡安・高山（1999）の

作成した「中学校用メンタルヘルス・チェックリスト（簡易版 」は 「抑うつ・不安」と「不機） ，

嫌・怒り 「無気力 「身体反応」の４因子構造をとり，宮崎県における7000部近いデータを基に」 」

構造の検討と他のストレス反応との関係の検討を通して妥当性が検証されている。併せて，学校

現場での実施も考慮し得点の安全域と注意域を弁別できる標準化されたパーセントスタイルも設

けている。三浦（2006）はこれに加え，学校でのストレッサーやソーシャルサポートに関する質

問項目群を設け，不登校感情の得点の高い生徒を抽出し，心理の専門家との協働で担任教師がこ

れらの生徒における心理的ストレス状態の理解と日常の学校生活における働きかけを実施した結

果，ストレッサーの得点が有意に低下したことを報告している。

しかし，この「中学校用メンタルヘルス・チェックリスト（簡易版 」においても継続的に使）

用するとなると教育現場での利用は難色を示される場合が多い。その理由として現場の教職員や

指導員は，項目数が50近くにわたるため項目内容間に類似・重複が感じられるなど「項目が過剰

に多い 「しつこい」といった印象を与える点や，構成する項目において「だれかに怒りをぶつ」

けたい気持ちがする 「何もしたくない気分になる」などの攻撃性（反社会性）や非社会的態度」

。・行動を誘発させかねないことを挙げている

これらの意見を参考にしつつ現場での利用可

能なチェックリストを作成することにした。

「中学校用メンタルヘルス・チェックリス

ト（簡易版 」には学校でのストレッサーや）

ソーシャルサポート，さらにストレス反応と

して学校嫌い感情に関する質問項目が設けら

れているが，本研究はストレッサーやソーシ

ャルサポート，学校嫌いを検証することを目

的としていないためこれらを割愛した。さら

に，ネガティブな感情を喚起しやすい理由か

ら身体反応に関する質問項目を除き，ストレ

ス症状を中心に９項目に構成した（ 。表２）

４ 調査用紙の構成

教育支援センターの調査においては上記の体験活動充実感チェックリストとメンタルヘルスチ

ェックリストの合計15項目をそれぞれ とてもそう思う を ◎ 少しそう思う を ○ あ「 」 「 」，「 」 「 」，「

まりそう思わない」を「△ 「まったくそう思わない」を「×」の４件法で回答を求め，それぞ」，

れ４点から１点で換算し測定することとした。

中学校用は回答者数が多いため，同様の内容でマークシート方式を採用した。これに各教育支

援センター及び中学校で作成された自由記述欄を加え調査用紙とした。

５ 調査の実施

2006年度から2007年度にかけてＡ市の５教育支援センター通室者と県内４中学校の生徒を対象

にチェックリストを実施した。

Ⅳ 結果

１ 調査概要

教育支援センターにおいては，Ａ市で2006年度から2007年度にかけて行われた宿泊体験，運動

表２ メンタルヘルスチェックリスト項目

１．嫌なことがあっても人と仲良くできる気がする(逆）

２．前より怒ることが少なくなった(逆)

３．前よりイライラすることが減った(逆)

４．さみしく感じることがある

５．楽しい気分でいられる(逆)

６．前より自分が明るくなった気がする(逆)

７．いろんな事を頑張れるようになった気がする(逆)

８．前より勉強ががんばれるようになった気がする(逆)

９．前よりいろんなことに集中できるようになった気が

する(逆)
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会，遠足等（資料参照）の体験活動後に五つの教育支援センターから300部の回答を得た。中学

校においては郡部，都市部の合わせて４校の職場体験，合唱コンクール，体育会等の活動後に12

47部の回答を得た。

２ 体験活動充実感の因子分析結果

教育支援センター及び中学校

（ ，それぞれの因子分析 主成分解

プロマックス回転）を行った。

その結果を ， に示す。教表３ ４

育支援センターの分析結果から

西田ら（2005）の「成就感」因

子を構成する項目が因子Ⅰとし

てまとまったため〈達成感〉因

子と命名した。同じく西田ら（2

005）の「遂行課題の面白さ」

因子を構成する項目を基に作成

した項目が因子Ⅱにまとまった

〈 〉 。ため 満足感 因子と命名した

因子Ⅰと因子Ⅱの間には中程度

の正の相関が認められる。

「満足感」とは，基本的に

「参加して損はしなかった」

という感覚の消極的参加の評

価で 「達成感」とは「その，

活動の参加で何かを成し遂げ

た実感」などの積極的参加の

評価といえる。

３ メンタルヘルスの因子分析結

果

教育支援センター及び中学校

（ ，それぞれの因子分析 主成分解

プロマックス回転）を行った。

その結果を ， に示す。表５ ６

教育支援センター群の因子構

造では岡安・高山（1999）にお

いて「無気力」因子を構成する

項目を基にした項目が因子Ⅰに

まとまった。そのため，そのま

ま〈無気力〉因子と命名した。

また，岡安・高山（1999）にお

ける 不機嫌・怒り 因子と 抑「 」 「

うつ・不安」因子がそれぞれ因

子Ⅱと因子Ⅲにまとまった。そ

のため「不機嫌・怒り」因子を〈イライラ感〉因子 「抑うつ・不安」因子を〈情緒不安定〉因，

子と命名した。

同様に中学校群の回答を分析した結果，教育支援センターの分析結果で見られた３因子解では

表３ 教育支援センターにおける体験活動充実感チェックリストの

因子構造（主成分解、プロマックス回転）

表５ 教育支援センター群におけるメンタルヘルスの因子構造

（主成分解，プロマックス回転）

表４ 中学校における体験活動充実感チェックリストの因子構造

（主成分解、プロマックス回転）
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なく２因子解となった。

教育支援センターの因子Ⅲの

〈情緒不安定〉因子が二つに分

かれて〈無気力〉因子と〈イラ

イラ感〉因子に吸収された形と

なった。このことは，教育支援

センター通室者と比べて，心理

的な不健康さが中学生は未分化

であり，抑うつといった神経症

的傾向がはっきり区別されにく

く，無気力か攻撃性を伴う形で

現れやすいものと解釈できる。

４ チェックリスト間の影響過程の検討

， は重回帰分析（原因と結果の関係の有無と影響度の強さを確認できる分析方法）の結図２ ３

果をパス図にして各因子間の影響を示したものである。

教育支援センター群の分析結果からは 〈満足感〉因子 「つまり参加して損はしなかった」と， ，

〈 〉 。〈 〉いう消極的参加の評価は 情緒の安定 にのみに弱い抑制効果があることが示された 達成感

， 「 」 ，〈 〉因子 つまり その活動の参加で何かを成し遂げた実感 などの積極的参加の評価は 無気力

や〈イライラ感〉を抑制し，情緒の安定に強く影響を与えていることが分かる。

中学校群の分析結果からは〈満足感〉因子は〈情緒安定と無気力〉の改善に弱いながらも抑制

効果を与えると同時に イ〈

ライラ感とさみしさ〉の

改善にも影響を与えてい

。〈 〉ることが分かる 達成感

因子は〈情緒不安定と無

気力〉と〈イライラ感と

さみしさ〉双方の改善に

強く抑制効果を与えてい

ることが分かる。

上記の関係において負の

影響力（ストレス反応へ

の抑制効果）が確認でき

たということは，体験活

動による 満足感 や 達〈 〉 〈

成感〉がメンタルヘルス

改善に貢献するものであ

ることを証明したものと

いえる。

ところで，教育支援セ

ンター群は消極的参加の

〈満足感〉程度では心理

的な影響は確保されず，

積極的な参加である「そ

の活動の参加で何かを成

し遂げた実感」である〈達成感〉が得られないとメンタルヘルスに与える影響は弱いことが分か

図２ 体験活動充実感がメンタルヘルスに与える影響（教育支援センター群）

図３ 体験活動充実感がメンタルヘルスに与える影響（中学校群）

Ｒ
２
＝０.28

満足感（因子Ⅱ）

達成感（因子Ⅰ） 情緒的不安定

イライラ感

無気力 Ｒ
２
＝０.28

Ｒ
２
＝０.32

-0.16＊＊

-0.46＊＊＊

-0.47＊＊＊

-0.37＊＊＊

＊Ｐ＜0.05 ＊＊Ｐ＜0.01 ＊＊＊Ｐ＜0.001

決定係数：受ける矢印に
よって説明される割合

偏相関係数：影響の強
さを数値化したもの

Ｒ
２
＝０.28

満足感（因子Ⅱ）

達成感（因子Ⅰ） 情緒的不安定

イライラ感

無気力 Ｒ
２
＝０.28

Ｒ
２
＝０.32

-0.16＊＊

-0.46＊＊＊

-0.47＊＊＊

-0.37＊＊＊

＊Ｐ＜0.05 ＊＊Ｐ＜0.01 ＊＊＊Ｐ＜0.001

決定係数：受ける矢印に
よって説明される割合

偏相関係数：影響の強
さを数値化したもの

満足感（因子Ⅰ）

達成感（因子Ⅱ） イライラ感とさみしさ

情緒不安定と無気力 Ｒ
２
＝0.16

Ｒ
２
＝0.20

-0.15＊＊

-0.55＊＊＊

-0.39＊＊＊

＊Ｐ＜0.05 ＊＊Ｐ＜0.01 ＊＊＊Ｐ＜0.001

-0.15＊＊

満足感（因子Ⅰ）

達成感（因子Ⅱ） イライラ感とさみしさ

情緒不安定と無気力 Ｒ
２
＝0.16

Ｒ
２
＝0.20

-0.15＊＊

-0.55＊＊＊

-0.39＊＊＊

＊Ｐ＜0.05 ＊＊Ｐ＜0.01 ＊＊＊Ｐ＜0.001

-0.15＊＊

表６ 中学校群におけるメンタルヘルスチェックリストの因子構造

（主成分解、プロマックス回転）
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った。それに比べて中学校群の結果からは，消極的評価である〈満足感〉を感じるだけでメンタ

ルヘルス改善のきっかけになっていると解釈できる。このことは，教育支援センターの体験活動

の企画と実施の難しさや課題を示すものであるといえよう。

５ 教育支援センター群と中学校群の体験活動充実感の結果

教育支援センター群と中学校群における〈達成感〉と〈満足感〉の得点を ， に示す。図４ ５

「 」図４は2006年度に教育支援センターで実施された活動発表会や遠足等の活動を その他の活動

としてまとめたものと2007年度に実施された運動会，遠足，宿泊研修のデータを得点化したもの

である。 は2007年度に県内４中学校で実施された職場体験，合唱コンクール，体育会のデー図５

タを得点化したものである。

厳密にいえば同じ体験をして比較しているのではないため単純に比較できない面もあるが，総

合的に見ると教育支援センター群より中学校群の方が得点が高く 〈達成感〉と〈満足感〉を得，

ていることが分かる。教育支援センター群では宿泊研修の得点が他の体験活動に比べて高く，中

学校群では職場体験の得点が高いことが分かった。

Ⅴ 考察

１ 体験活動充実感のメンタルヘルスへの影響

重回帰分析による各因子の影響過程の結果から教育支援センター群と中学校群の若干の影響力

の違いはあるものの体験活動による〈満足感〉や〈達成感〉がメンタルヘルス改善に貢献するこ

とが分かった。つまり，本研究で作成した体験活動チェックリストの得点が高ければ参加者に有

効な影響を与える体験活動といえることが証明された。

具体的な影響過程を見てみると教育支援センター群では「参加して損はしなかった」という消

極的な評価〈満足感〉は情緒の安定に影響があるものの 「イライラ感」や「無気力」には影響，

は見られなかった 「その活動の参加で何かを成し遂げた実感」という積極的評価といえる〈達。

成感〉はやる気を喚起するとともにイライラ感を軽減し，情緒の安定を図る上で影響を与えてい

ることが分かった。中学校群でも〈満足感〉よりも〈達成感〉がメンタルヘルスに与える影響は

大きいという同様の結果が得られているが 〈満足感〉においても，弱いながらメンタルへルス，

に影響を与えていることから，中学校群の方が教育支援センター群に比べて〈満足感〉レベルで

も心理的健康に与える望ましい影響が強いといえる。また，教育支援センター群のメンタルヘル

スの因子には，中学校には見られない〈情緒不安定〉因子がある。この因子は抑うつ傾向や神経

症的傾向を示すものであり，この傾向は中学校群と比べて教育支援センター群の方が強いと解釈

できる。このように教育支援センター群では，ストレス反応状態の複雑さも絡んでおり，体験活

動に参加すること自体にも困難さがあることが想像できる。

「 」 ，沖縄県の平成17年度 不登校児童生徒の継続的適応指導の在り方に関する調査研究 報告では

図４ 群における体験活動 図５ 中学校群における体験活動の教育支援センター

の達成感と満足感 達成感と満足感
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「児童生徒の心の成長過程を『ラポートづくりの段階 『集団への適応の段階 『チャレンジの段』 』

階』という３段階の視点から捉え，それを指導・援助における基本的な枠組みとした。その内容

として『ラポートづくりの段階』では，児童生徒一人一人と担当者とのラポート（信頼関係）を

形成し，安心して活動に取り組めることを重視しており 『集団への適応の段階』では，集団活，

動に参加でき，言葉や動作による適切な自己表現ができるようになること，協調的行動がとれる

ようになることを重視している 『チャレンジの段階』では自主性が高まり，自信を持って集団。

活動に参加できること，自己理解・他者理解を深めて信頼感を持てるようになること，適切な協

調的・社会的行動がとれるようになることを重視して」 内容とねらいを設定して実践している３）

ことが報告されている。

このように教育支援センターにおける体験活動のプログラムを作成する上では，より充実感が

得られる工夫と参加に対する抵抗を取り除く配慮が必要であり，多くの時間とよりきめ細かく柔

軟な対応と工夫が必要である。

２ データの活用例

(1) 教育支援センター群と中学校群の体験活動充実感の比較

教育支援センター群と中学校群の体験

。活動充実感の平均値の比較を に示す図６

本研究で調査した中学校の体験活動は

運動会や合唱コンクールといった生徒会

活動とタイアップした活動であったり，

３日間学校を離れて日常の学習形態とは

全く違う職場体験学習（社会体験）であ

ったりする。これらは単にプログラムを

体験するというものではなく，その体験

活動のための自主的取り組み（練習や企

画を含めた準備）がある。それらの取り

組みの過程で生徒たちに充実感が得られ

るように教師主導部分と併せて，生徒たちの主体性を尊重しながら学級討議や実行委員会を編成

して様々な実践がなされている。これらのことは，教育支援センターにおける体験活動とは自主

的，自立的性質の特筆すべき違いであると思われる。

図教育支援センターの体験活動の中では，宿泊体験学習の〈満足感〉が高い結果が出ている（

。今回の宿泊研修では，レクリエーション，野外炊事，ナイトウォーク，そうめん流し等の４）

様々な体験がプログラムされ，非日常性の高い体験活動となっていることや，事前の話し合いや

準備を重ねて活動班の編成や指導員の配置などの工夫を行い，参加児童生徒の主体性を大切にし

た取り組み（資料参照）の成果も報告されている。このような工夫については，平成17年度ＳＳ

Ｎ体験活動実践報告集においても教育支援センター通室者による実行委員会を組織し 「みんな，

， 」 。で考え みんなで実行 を合い言葉にして自主的な活動を多く取り入れた成果が報告されている

このことからも自主的・自立的な活動場面を設定することが重要であることが分かる。

(2) 教育支援センター群と中学校群のメンタルヘルス得点分布の比較

教育支援センター群と中学校群のメンタルヘルス得点分布を ， に示す。図７ ８

メンタルヘルス（３因子・９項目）の合計得点を横軸に分け，縦軸には合計得点１点ごとの回

答者数を「度数」扱いとして示している。折れ線グラフは「累積度数分布グラフ」でその点数ま

でで累積（合計）の何パーセントに当たるかを記したものである。縦軸表記左は人数で縦軸表記

右は累積度数のパーセンテージである。ただし，縦軸表記左の人数では，教育支援センターは30

0人以下なので１単位１人，中学校のデータ数は1200人超なので１単位10人としている。

得点の合計で比較すると，平均値からは若干中学生の方が得点が高く，メンタルヘルスの状態が

図６ 群と中学校群の体験活動充実感教育支援センター

の比較
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悪いといえる。この結果は意外な気もするが教育支援センターは基本的に少人数の指導であり，

学習時間も通常の中学校と比較すると少なめで，自由度の高い教育活動を実施している。そのた

め，通室者にとって安全性が確保されやすいという，本来教育支援センターの目指す存在価値を

裏付ける結果ではないだろうか。また 〈イライラ感〉が特に低い「おとなしい生徒」の割合が，

中学校より多いことが影響しているといえる。

一方，標準偏差を比較する（ ）と教育支援センター通室者の回答のバラつきが高いことが表７

分かる。つまり，教育支援センター通室者のメンタルヘルスは人により「バラつき」が高いこと

が確認できる。また，教

育支援センターでは累積

度数分布グラフを見るとメ

ンタルヘルスの悪い30点以

上の回答者の割合が多いこ

とが分かる。暫定的ではあ

るが，統計上は５パーセント以下が特殊なグループと認定することが多いことから，中学校のメ

ンタルヘルスの悪い５パーセントラインに暫定危険域，10パーセントラインに暫定注意域を設定

することにした。このラインに該当する生徒は心理的健康の注意が必要であると同時に，不登校

予備軍的対象としてとらえることができる。そのため，この対象者に注目することで不登校の未

然防止，早期発見と早期対応のための資料となり得ると考える。

特に中学校では教科担任制であるために，担任が担当学級の生徒を観察する時間は小学校に比

べると少ない。日常の行動観察では把握が困難な部分を補うものとなったり，生徒指導上生徒を

理解する際に指導者の主観や見落としを防ぐことにもつながるといえよう。生徒の心理的健康状

態を把握するための資料として活用すれば，心理的健康が確保できにくい生徒へのかかわり方に

も工夫ができるのではないかと思われる。

(3) 合唱コンクールの充実感の比較（ ）図９

（ ） 。同一の体験学習 合唱コンクール を実施したＢ中学校とＣ中学校は同じ市内の中学校である

〈 〉〈 〉 。体験活動充実感を比較するとＢ中学校の方が 満足感 達成感 共に得点が高いことが分かる

そこで，当該校の教師に取り組みや生徒の実態等を聞き取った結果，次の３点に違いがあること

が分かった。

表７ メンタルヘルスポイントの平均と標準偏差の比較

教育支援センター群 中学校群

データ総数 299 1247

平均値（標準偏差） 20.99（6.03） 21.68（5.40）

図７ メタルヘルス得点分布（教育支援センター群） 図８ メタルヘルス得点分布（中学校群）
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ア 合唱コンクールの歴史の違い

Ｂ中学校は「校歌を歌える学校にしよう」

をスローガンに８年前に合唱コンクールが始

まっている。回を重ねるに従って合唱の質が

向上し，やがて上級生の合唱が下級生の良い

見本となり全校生徒のモチベーションも上が

ってきている。一方，Ｃ中学校は生徒指導上

の荒れの波が去りつつあるところで，合唱コ

ンクールを始めて４年目である。このことか

ら８年と４年の実践の積み上げの差が現れて

いるといえるのかもしれない。

イ 年間の行事の数の違い

Ｂ中学校は数年前には生徒指導上荒れた状態であった。当時の教師が学校を立て直すために部

活動，生徒会活動，体育会，文化祭等の学校行事の見直しを進め，現在は学校全体が落ち着きを

取り戻している。学校行事の見直しや授業確保のために行事の削減が行われている昨今，逆に従

来行われている行事を大切にし，行事が盛り上がりやすい学校風土となっている。

ウ 学校規模の違い

Ｂ中学校は学年４学級，Ｃ中学校は学年２学級である。学年４学級であれば学年内で競う意識

が芽生えてくるが，学年２クラスとなると学年というより全校で競うことになる。その結果どう

しても経験のある上級生が有利となりやすく，Ｃ中学校の下級生のモチベーションが上がりにく

いという課題があるといわれている。

以上の３点の違いが充実感の得点の違いとして現れているのではないかと思われるが，あくま

でメンタルヘルスに影響を及ぼす体験活動充実感という側面から見た結果であり，他にも様々な

要因があるであろう。

(4) テレビ会議の実践の比較

今年度Ａ市の５教育支援センターで新しい取り

組みとして２回のテレビ会議（ ）が行われた。図10

専門家と国立天文台ハワイ観測所（米国ハワイ島）

とインターネットのテレビ会議システムを使って

交流を図るものである。

地域ＳＳＣ担当者が専門家とやりとりを通して

生徒たちの学習意欲を高めるために初めて企画し

たものである。高速光ファイバー網を通じて，約

６千キロ離れたハワイと各教室を結んで行われた。

新しい試みであったため，実施後に本研究で作成

した体験活動充実感チェックリストを実施してみたところ，他の体験活動の〈達成感〉平均得点

，〈 〉 ， 〈 〉 ，〈 〉8.77 満足感 平均得点9.73に対して ２回のテレビ会議の 達成感 平均得点7.16 満足感

8.38と有意に低い結果が得られた。そこでチェックリストの自由記述欄の内容を見ると映像の見

にくさや音声の悪さ等を指摘している生徒が多かった。５教室に多方向の映像ライブ映像を配信

した試みであったためのトラブルから情報が正確に伝わらず，退屈さ等を感じた結果ではないか

と考える。

ただ，１回目より２回目の方がそれらのトラブルが減少したことが２回目のテレビ会議の達成

感（ ）の向上につながり，メンタルヘルスの状態（ ）がよくなっていると思われる。し図11 図12

かし，厳密に言えば今回のテレビ会議は学習意欲を高めることを意図した理科の授業の延長とい

え，本チェックリストでは学習効果や知的な刺激などは把握できない。そこでテレビ会議が意図
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図９ 合唱コンクールの得点比較
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図10 テレビ会議の様子
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した理科的学習効果を把握するためには別の評価方法を用いる必要性を示唆しているといえるか

もしれない。

(5) 教育支援センター通室者の個人データの活用方法

通室者の学校復帰を考えた場合，その準備を進めていく上でどの段階のアプローチをしてよい

のか，あるいはまだその前の段階で心の安定を第一に考える必要があるのかといった，きめ細か

く柔軟な個別対応が必要となってくる。そのため教育支援センターの指導者にとって通室者の心

理的健康度の把握は不可欠である。

本研究で作成したチェックリストの活用は体験活

動の評価だけでなく，教育支援センター通室者の心

理的健康度の把握にも活用できる。場合によっては

体験活動の項目を省いてメンタルヘルスの９項目の

みを実施することも可能である。例えば入室直後に

一度調査をしておき，通室が長期にわたる場合は教

育活動の節目などを利用して年間に２，３回実施す

ると入室時からの心理的健康状態の推移が把握でき

る（ 。教育支援センターの指導者にとって通図13）

室者をより理解するための資料となり，今後の個別

対応を考える上で役立つものと考える。

(6) 中学校におけるデータの活用方法

不登校を予防していく上では，不登校の早期発見・早期対応が重要である 「不登校を本格的。

に予防しようとするのなら，問題の兆候が見える前に手を打つ必要があるだろう。早期発見，早
４）期対応のことを二次的予防と呼び，問題の兆候が見える前に手を打つことを一次予防と呼ぶ」

(小林2004 。一次予防の取り組みの一つに小・中連携の強化がある。この取り組みは中学校の入）

学式からスタートするのではなく，中学校の入学式前から生徒を把握しようとするものである。

つまり，子ども一人一人を丁寧に見て教師が個別に支えていく指導計画を事前に作成するという

対応策である。本研究で作成した学級担任用資料（ ）の活用も同様に，問題の兆候が見える図14

前に対応するための資料としての意味を持つ。

学級担任用資料はチェックリストのデータを基に学級の生徒（縦軸に生徒の出席番号）のメン

タルヘルスの得点（横軸）が一覧できるようになっており，本研究で中学生を対象に1247部の回

答を基に算出したメンタルヘルスの暫定的危険域（上位５%32点以上）と注意域（上位10%28点以

上）のラインを示している。例えばこの学級担任用資料の中で出席番号２番の生徒については，

危険域に達しているので注意深く観察する必要があり，教師からの細やかで柔軟なアプローチが

必要な生徒といえる。同様の報告書をＤ中学校に提出したところ， に示すような感想を聞く表６

図11 テレビ会議１回目と２回目の充実感の比較
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ことができた。

中学校における問題行動の対応では，

事例によって学年会や生徒指導委員会等

の組織で対応を検討することが多い。そ

のことのメリットは複数の教師で生徒を

より多面的に理解することにより，一指

導者の主観への偏りを防ぎ問題の理解と

方針の共通理解を図ることにある。学級

担任が行う日常の生徒理解においても主

観に偏る傾向を防ぐための工夫が大切で

あり，本研究の学級担任用資料は多面的

に生徒を理解するための一つの資料にな

り得ると考える。そして，日常的な生徒

とのかかわりの工夫や定期的に行われる

教育相談や，呼び出し相談等にも活用できるものと考える。

(7) 事業評価・学校評価（教師評価）の指標の一つとしての活用方法

教育支援センター群も中学校群も体験活動の充実感が概ねメンタルヘルスの改善に有意な影
おおむ

響を与えていることが明らかになった。つまり，体験活動に充実感が得られれば，その効用とし

て「切れやすさ」や「イライラ感 ，神経症型不登校の原因である「情緒の不安定さ （ 情緒不」 」〈

安定 「怠学傾向 （ 無気力 ）などの改善につながるといえる。これらのことから体験活動の〉） 」〈 〉

評価の一つとして 「満足感」や「達成感」からなる「充実感」を測るチェックリストを指標と，

することも有効であるといえよう。

そのため，本研究が作成したチェックリストについては，教育支援センターの様々な体験活動

の成果を量的に評価する指標の一つにすることが可能であり，教育支援センターの事業評価に生

かせるものと考える。さらに，中学校で行われる特別活動や進路学習にかかわる活動の評価資料

としての活用も可能になると考える。

課題として本研究では十分に検討できなかった自由記述における設問がある。この点を更に工

夫すれば，体験活動参加者がどのような点に達成感や満足感を感じているのか，逆にどのような

点に課題が残されたかといったより詳しい質的評価ができるものと考える。

Ⅵ おわりに（今後の課題）

本研究では体験活動における充実感及びメンタルヘスのチェックリストの作成とその統計的議論

を行うことができた。しかし，あくまで教育現場で活用される評価方法を目指すもので，その点か

図14 学級担任用資料

， 。生徒たちの内面にどの程度響いているのかというのは 外見的にはなかなかとらえにくいものがあります

また，その行事の思い出が彼らの心の中にプラスのものとして残っているのか否かも分かりづらいところで

す。事後指導の中で作文を書くことが多いですが，その内容も国語力に左右されるため，本当に知りたい彼

らの内面の変化をとらえることは簡単ではありません。その点，簡素化されたアンケートに答えるだけで，

行事に対する達成感や満足感を数量的にとらえることができる今回のデータは興味深いものがあります。

行事精選が言われる昨今，本当に残すべき行事とそうでないものの選別材料になるとも思われます。事業

所，学校，生徒たちの要望をなるべく吸い上げることで充実した行事を作り上げることができるので，生徒

たちのニーズにどの程度沿っているのかという手応えを把握し，次回の行事運営に活かせると思われます。
い

表６ Ｄ中学校の教師の感想
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ら言えば教育現場へのフィードバックの方法やデータ処理の在り方については不十分な面もあり，

課題も残されている。今後は，チェックリストの活用後のデータ処理の方法を明確に提示し，実践

者自らがより簡単に体験活動の評価ができるものを目指したいと考える。

また，因子ごとのデータの蓄積から〈情緒不安定〉や〈無気力〉の得点の変化に注目すると，神

経症型や，怠学傾向無気力型の不登校など，不登校のタイプに応じたプログラムの作成に生かせる

資料が提供できるであろう。このような点を今後の課題として研究を進めていきたい。そして，本

研究で作成した体験活動チェックリストを多くの教育現場で活用していただき，より充実した体験

活動が実践されることを期待する。

※最後に本研究を進めるに当たり，貴重な御意見を頂いた指導助言の先生や協力委員の方，調査の実施やその際の

課題等の御意見をくださった教育支援センターの指導員や学校の先生方に対し，心より感謝申し上げます。
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資料 Ａ市教育支援センターにおける体験活動の実践例

本研究で回答を得たＡ市の教育支援センターで行われた二つの実践内容を紹介する。この実践は

ＳＳＮ整備事業の一環として行われており，他の地域ＳＳＣの参考にもなると考えプログラムを紹

介する。

１ 体験活動プログラムの概要

Ａ市の教育支援センターは平成４年９月より「ふれあい教室」としてスタートして今年で15年

が経過している。この間，平成８年９月に二つ目の教育支援センターである分室が開設された。

また，平成15年11月には新たに二つの分室が開設され４教室体制になった。その際に懸案であっ

た「通室する曜日や時間，活動内容などの自由な選択」を取り入れ，不登校児童生徒一人一人の

態様やニーズに応じた支援を進めている。さらに，平成17年８月には市町村合併に伴い五つ目の

分室が誕生し，計５教室になっている。

ふれあい教室では次の５点を指導指針に挙げて不登校児童生徒の支援を進めている。

○居場所づくり（存在感の確認を通して）

○人間関係づくり（体験活動を通して）

○生活習慣のづくり（家庭との連携を通して）

○目的づくり（進路に関する情報提供を通して）

○基礎学力づくり（個別の学習指導を通して）

特に，ふれあい教室に通室している児童生徒の多くは在籍校での人間関係のつまずきにより登

校できなくなっている。そこで，小集団での体験活動を数多く実施することを通して生活体験を

広げ，人間関係を再構築できるようにしたいと考えている。

２ 合同による体験活動

ふれあい教室に通室している児童生徒の交流を図るため，Ａ市内にある五つのふれあい教室が

合同で体験活動を実施している。

(1) 宿泊体験学習

ア 活動の目的

(ｱ) 自然の恩恵に触れ，自然に親しむ心や敬けんの念を育てる。

(ｲ) 集団生活を通して，集団の中の一人として自覚と規律，協力の精神を養う。

(ｳ) 野外活動を通じて，心身を鍛錬する。

イ 実施日

（ ）， （ ）平成19年７月12日 木 ７月13日 金

ウ 場所

Ａ市少年自然の家

エ 参加費

約1,900円

オ 活動の内容

○レクリエーション

○野外炊事（ ）図１

○ナイトウォーク

○そうめん流し（ ）図２

カ 成果

○一泊二日の集団活動では，互いに協力することや自主的に行動す

ることを学ぶことができた。

○最初のふれあい教室の合同行事形式ではレクリエーションなどの活動を通じ，ふだん交流の

図２ そうめん流し

図１ 野外炊事ピザとポトフ

づくり
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少ない他の分室とも各教室間の交流を深めることができた。

○ナイトウォークではグループ散策することで協力することの大切さやお互いの考えを伝え合

えるよい機会になった。

○当日の欠席者も少なく，参加を予定していたほぼ全員が参加することができた。

○事前に話し合いや準備を重ね，活動班の編成や指導員の配置などを工夫したことにより，児

童生徒の主体性を引き出すことができた。

○しおりに振り返りシートや各分室の子どもの挿絵を入れることで，自主的活動を反映するこ

とができた。

キ 課題

○人との接触が不得意な生徒への対応やゲームに参加しない生徒への対応をどうするかを考え

る必要があった。

○初日は自由時間が少なく日程が詰まっていたため，疲れからか体調不良を訴える児童生徒も

いた。児童生徒の実態をよく把握し活動内容や時間の設定を見直したい。

○今年度は活動内容が限られていたが，次回からは活動内容の選択肢を増やしたり児童生徒の

意見を更に取り入れたりすることで，より主体的に参加できるようにしたい。

○参加予定の児童生徒はほぼ参加できたが，最初から不参加を決めていた児童生徒もいた。無

理に参加を呼びかけることは難しいが，活動内容を工夫することにより多くの児童生徒が参

加できるような活動を目指したい。

(2) 親子ふれあい運動会

ア 活動の目的

(ｱ) 秋のさわやかな好季に心身の健康を増進する。

(ｲ) ふれあい教室の５教室の交流及びふれあい教室の児童生徒の親子の触れ合いを一層深める。

(ｳ) 友達・親子が共に楽しめる種目を児童生徒たちが計画・準備することで，児童生徒の自発性や

自主性，協調性を育てる。

(ｴ) 演技の準備・進行等をグループ別に分担することで，実践力と責任感を育て，成就感を持たせ

自信に結び付ける。

イ 実施日

平成19年９月27日（木）

ウ 場所

Ａ市公園内 西遊具場（芝生の広場）

エ 活動の内容

○開会式（児童生徒・保護者の入場，開会宣言，開会の挨拶，選手宣誓，来賓紹介 （ ）） 図３
あいさつ

○演技（準備体操，玉入れ（ ，玉送り，ム図４）

， ， ， ）カデ競争 綱引き リレー レッツ！サンバ！

（ ， ， ，○閉会式 表彰 児童生徒代表挨拶 閉会の挨拶

閉会宣言）

オ 成果

○運動会に向けて自主的に練習に励み，団結して

競技に取り組むことができた。

○自分の役割は責任を持って行うことができた。

○競技に取り組んだり役割を果たしたりすること

により，喜びや達成感を味わうことができた。

○当日応援に来てくれた在籍校の教師・教師カウ

ンセラー・支援員との触れ合いにより,親近感を

更に深める機会にすることができた。

図３ 開会式
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○事前に児童生徒と協力して係や演技の準備をす

。ることで各分室の連帯感を高めることができた

○ムカデ競走は難しいと思われたが，お互いに励

まし合うことで少しハードルの高い新しい競技

にも児童生徒たちは頑張って取り組む姿勢が見

られた。

カ 課題

○年齢に幅があるため，体力や発達の状態に合っ

た適切な種目と細かなプロセスを設定する必要

がある。

○手足の協応動作がうまくいかない児童生徒や鳴

り物が苦手な子がいることを考慮する必要もあっ

た。

図４ 玉入れ競技
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体験活動ふりかえりシート(表)
た い け ん か つ ど う

名前

このアンケートは学校の成績や評価などとはまったく関係ありません。ありのままの気持ちに一番あ
せいせき ひょうか かんけい

ったものを選び記号を○で囲んでください。

回答は， とてもそう思う ◎
少しそう思う ○
あまりそう思わない △
まったくそう思わない ×

のどれかを質問ごとにこたえてください。
しつもん

質問１．（ ）の体験活動に参加しているとき，どんな気持ちでしたか？一番近いものに

◯印をしてください。

◎ ○ △ ×

(１) 元気がでてきた
げ ん き

◎ ○ △ ×

(２) 「やったぁ」という気持ちがしてきた
き も

◎ ○ △ ×

(３) 参加してよかったという感じがした
さ ん か

◎ ○ △ ×

(４) 何か他のことをしていた方がましだという気がした
ほか

◎ ○ △ ×

(５) いやな気持ちがした

◎ ○ △ ×

(６) たいくつだった

質問２．（ ）の体験活動をふり返って，今どんな気持ちですか？

◎ ○ △ ×

(１) 嫌なことがあっても人と仲良くできる気がする
いや な か よ

◎ ○ △ ×

(２) 前より怒ることが少なくなった
おこ

◎ ○ △ ×

(３) 前よりイライラすることが減った
へ

◎ ○ △ ×

(４) さみしく感じることがある

◎ ○ △ ×

(５) 楽しい気分でいられる
たの

◎ ○ △ ×

(６) 前より自分が明るくなった気がする

◎ ○ △ ×

(７) いろんなことを頑張れるようになった気がする
が ん ば

◎ ○ △ ×

(８) 前より勉 強が頑張れるようになった気がする
べんきょう

◎ ○ △ ×

(９) 前よりいろんなことに集 中できるようになった気がする
しゅうちゅう
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体験活動ふりかえりシート(裏)
今日の活動の感想を書いてください

かんそう

。今の気分を絵で描いてみてもいいよ



 
 体験学習ふりかえりシート　　　　このアンケートは学校の成績や評価などとはまったく関係ありません。ありのままの気持ちに一番あったものを塗りつぶしてください。

学年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

組 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

番号 10位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

番号  1位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

氏名

 Ⅰ　 体験学習に参加しているとき，どんな気持ちでしたか？

 １:まったくそう思わない ２:あまりそう思わない ３:少しそう思う ４:とてもそう思う

1 元気がでてきた 1 2 3 4

2 「やったぁ」という気持ちがしてきた 1 2 3 4

3 参加してよかったという感じがした 1 2 3 4

4 何かほかのことをしていた方がましだという気がした 1 2 3 4

5 いやな気持ちがした 1 2 3 4

6 たいくつだった 1 2 3 4

 Ⅱ　 体験学習をふりかえって，今どんな気持ちですか？

 １:まったくそう思わない ２:あまりそう思わない ３:少しそう思う ４:とてもそう思う

1 いやなことがあっても人と仲良くできる気がする 1 2 3 4

2 前より怒ることが少なくなった 1 2 3 4

3 前よりイライラすることが減った 1 2 3 4

4 さみしく感じることがある 1 2 3 4

5 楽しい気分でいられる 1 2 3 4

6 前より自分が明るくなった気がする 1 2 3 4

7 いろんなことをがんばれるようになった気がする 1 2 3 4

8 前より勉強ががんばれるようになった気がする 1 2 3 4

9 前よりいろんなことに集中できるようになった気がする 1 2 3 4

 



ボランティア等による訪問支援

研究の概要

家庭に引きこもりがちな児童生徒に対して行う訪問支援を，だれにどんな目的で訪問

するか，継続した支援の合意又は契約があるかといった観点から，一次と二次の二段

階に分けた。そして，各段階における訪問支援について事例を通して検討，考察し，

ボランティア等が行う訪問支援の臨床的な意義と課題について言及した。

キーワード

スクーリング・サポート・ネットワーク，不登校，引きこもり，訪問，ボランティア
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Ⅰ はじめに (49) Ⅴ 二次段階の訪問支援の意義と課題 (53)

Ⅱ 研究の目的 (49) １ 意義 (54)

Ⅲ 訪問支援の段階 (49) (1) 心理的な成長を支える役割 (54)

１ 訪問支援の態様 (49) (2) new objectとなる役割 (55)

２ 訪問支援の段階 (50) ２ 課題 (55)

Ⅳ 一次段階の訪問支援の意義と課題 (51) (1) 多角的な見立ての必要性 (55)

１ 意義 (51) (2) 構造が及ぼす影響の認識 (56)

(1) 関心を家庭外に向ける刺激 (51) (3) スーパーヴィジョン体制の整備 (59)

(2) 家族の不安の軽減 (52) (4) 関係者間の密接な行動連携 (60)

(3) 支援リソースの活性化 (52) Ⅵ おわりに (63)

(4) 二次段階のための見立て (52)

２ 課題 (52)

(1) 侵入者である自覚 (52)

(2) インフォームドコンセント (52)

(3) はっきりした人物像 (53)

(4) 会えないつらさ，無力感の克服 (53)

岡山県総合教育センター

指導主事 渡辺 淳一



対象・目的・

継続支援の

合意又は契約

の有無

二次段階一次段階

１事例

を通して

検討

６事例

を通して

検討

Ｈ16収集

訪問支援事例

意義
・心理的な成長を支える役割
・new object となる役割

課題
・多角的な見立ての必要性

・構造が及ぼす影響の認識

・スーパーヴィジョン体制の整備

・関係者間の密接な行動連携

一次段階の訪問支援

意義
・関心を家庭外に向ける刺激

・家族の不安の軽減

・支援リソースの活性化

・二次段階のための見立て

課題
・侵入者である自覚

・インフォームドコンセント

・はっきりした人物像

・会えないつらさ，無力感の克服

二次段階の訪問支援一次段階の訪問支援

ボランティア等による訪問支援
―臨床的意義と課題―

有無

地域地域SSCSSC

関係機関

地域地域SSCSSC

学校

家庭

地域地域SSCSSC

学校

家庭

地域地域SSCSSC

地域地域SSCSSC

地域地域SSCSSC

広域広域SSCSSC
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